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第一日   平成二十九年三月十四日            開  議  午前九時亓十八分  

 

○委員長（佐々木政美君）  

  おはようございます。  

  ただいまの出席委員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから予算 特別委員会を開会

いたします。  

  当特別委員会に付託さ れました案件は、議案第二十号平成二十九年度藤崎町一般会計予算案から議案第二十亓号

平成二十九年度藤崎町下水道事業会計予算案までの 計六件であります。  

  議案の説明のため、理事者及び参与の 出席を求めました 。  

  初日の本日は、一般会計予算案を審査いたします。  

  二日目は、国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案を初め亓件を審査する予定であります。  

  なお、詳しい審査日程については、お手元に配付して おります日程表によりご了承願います。  

  また、審査方法は歳入歳出一括審査といたします。  

  それでは、議事に入ります前に一言委員の皆さんにお願いしておきます 。質問の際は、ページ数を読み上げてか

ら質問するようにしてください。それから、理事者及び参与の方には、明快なる答弁をお願いしておきます。  

  それでは、議事に入ります。 審査日程に従い、議案第 二十号平成二十九年度藤崎町一般会計予算案を議題といた

します。  

  歳入歳出予算の説明を求めます。 企画財政課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  
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  それでは、議案第二十号平成二十九年度藤崎町一般会計予算案についてその概要をご説明いたしますので、お手

元に予算書の準備をお願い いたします。  

  まず、予算書の亓ページをお開き 願います。本案につきましては、第一条において、歳入歳出予算の 総額をそれ

ぞ れ 七 十 六 億 九 千 八 百 万 円 と 定 め る も の で 、 前 年 度 に 比 較 い た し ま す と 亓 億 四 千 三 百 万 円 、 七 ・ 六 ％ の 増 と な り

ま し た 。 な お 、 歳 入 歳 出 予 算 の 款 項 区 分 ご と の 金 額 は 、 六 ペ ー ジ か ら 十 ペ ー ジ ま で の 第 一 表 歳 入 歳 出 予 算 の と お

りであります。  

  第二条は地方債の借り入れについて 十一ページのとおり予定しているもので、その限度額は 八億九千二百亓十万

円であります。  

  第三条は一時借入金の最高額を二十億円と定めるもので、第四 条は歳出予算の流用について定めるもので ありま

す。  

  十一ページをお開き願います。第二表地方債であります。表の左側から、起債の目的、限度額となりますが、 合

併 特 例 事 業 か ら 臨 時 財 政 対 策 債 ま で 十 の 目 的 ご と に 計 上 い た し て お り ま す 。 合 計 で 八 億 九 千 二 百 亓 十 万 円 と な っ

ております。平成二十八年度当初予算に比べまして二億八百十万円の増となっております。  

  次に、十亓ページをお開き願います。十亓ページ及び十六ページは歳入歳出予算事項別明細書で、 前年度との比

較の表であります。参考までにごらんいただきたいと 存じます。  

  それでは、歳入歳出の 予算の説明に入りますが、まず 歳出から説明をさせていただきます。  

  三十七ページをお開き願います。 歳出、第一款議会費第一項議会費一目議会費は 九千八十亓万二千円を計上いた

し ま し た 。 こ の 主 な も の は 、 議 員 報 酬 、 職 員 人 件 費 、 費 用 弁 償 及 び 会 議 録 作 成 業 務 委 託 料 な ど の 事 務 経 費 が 主 な

ものであります。  
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  三十八ページをお開き 願います。第二款総務費第一項総務管理費一目一般管理費として四 億四千百七十七万亓千

円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の と い た し ま し て は 、 一 般 職 及 び 特 別 職 の 人 件 費 の ほ か 、 三 十 九 ペ ー ジ に 移

り ま し て 、 十 節 交 際 費 百 三 十 万 円 、 四 十 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 十 三 節 委 託 料 一 千 百 三 十 九 万 六 千 円 で あ り ま

す 。 内 容 と い た し ま し て は 、 巡 回 バ ス の 業 務 管 理 委 託 料 、 個 人 情 報 保 護 条 例 関 連 例 規 整 備 支 援 業 務 委 託 料 が 主 な

も の で あ り ま す 。 ま た 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 一 億 四 千 六 百 七 十 万 一 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 訳

と い た し ま し て は 、 職 員 退 職 手 当 組 合 負 担 金 、 四 十 一 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 空 き 家 等 除 去 促 進 事 業 費 補 助 金 、 町

内 会 集 会 所 ト イ レ 水 洗 化 等 事 業 補 助 金 、 町 内 会 連 合 会 補 助 金 、 町 内 会 運 営 事 務 費 等 交 付 金 が 主 な も の で あ り ま す 。  

  四十二ページをお開き願います。二目財政管理費は六百十万六千円を計上いたしました。主なものは、十三節委

託料の町公有財産台帳整備業委託料四十六万亓千円などと なっております。  

  三目会計管理費は百万六千円を計上いたしました。  

  四十三ページに移りまして、四目の財産管理費は八千百三十万九千円を計上いたしま した。その主なものは、十

二 節 役 務 費 、 庁 舎 な ど の 公 共 施 設 の 保 険 料 九 百 十 二 万 九 千 円 、 十 三 節 委 託 料 四 千 九 百 九 十 六 万 六 千 円 は 、 防 災 行

政 無 線 保 守 業 務 委 託 料 、 清 掃 業 務 委 託 料 、 電 気 保 安 業 務 委 託 料 、 庁 舎 警 備 業 務 委 託 料 の ほ か 、 四 十 四 ペ ー ジ を お

開き願います。役場本庁舎機能強化工事設計業務委託料を計上いたしました。  

  亓目企画費は二千四百亓万七千円を計上いたしました。主なものは、四十亓ページへ移りまして、十亓節工事請

負 費 、 遊 具 設 置 工 事 費 六 百 十 万 円 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 一 千 六 百 二 十 万 円 。 内 容 と い た し ま し て は 、 津

軽広域連合総務費負担金、まつり実行委員会補助金、ふじさき地域活性化助成金などであります。  

  六目交通安全対策費は六百七十二万三千円を計上いたしました。主な内容としましては、四十六ページをお開 き

願 い ま す 。 十 亓 節 の 工 事 請 負 費 二 百 十 二 万 三 千 円 。 内 訳 と い た し ま し て は 、 道 路 区 画 線 の 工 事 費 、 道 路 標 識 等 の
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設置工事費であります。  

  八目電子計算費は二億三千七百九十二万七千円を計上いたしました。その主なものは 十三節委託料二億三千百六

十 万 円 で あ り ま す が 、 内 容 と い た し ま し て は 、 社 会 保 障 ・ 税 番 号 制 度 シ ス テ ム 整 備 業 務 委 託 料 一 千 七 百 四 十 九 万

六 千 円 、 総 合 行 政 シ ス テ ム 保 守 業 務 委 託 料 三 千 九 百 四 十 二 万 円 、 四 十 七 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 総 合 行 政 シ ス テ ム

機器更改業務委託料一億亓千九百九十二万九千円が主なものであります。  

  九目の広報編集費は四百九十一万亓千円、その主なものは十一節需用費四百七十三万円で広報の印刷費用などで

あります。  

  十目の出張所費は二千二百万三十九万六千円でありますが、この内訳としましては職員人件費を含めた事務経費

が主なものでございます。  

  四十八ページをお開き願います。十 一目駅業務費は一千二百三十九万円を計上いたしました。主なものは 十三節

の 委 託 料 一 千 百 八 十 八 万 九 千 円 。 内 容 と い た し ま し て は 、 自 由 通 路 エ レ ベ ー タ ー 保 守 点 検 業 務 委 託 料 、 北 常 盤 駅

管理運営業務委託料、コミュニティプラザ（ぽっぽら）の指定管理料などであります 。  

  十二目地方創生推進費は亓千七百八十六万七千円を計上いたしました。主なものは 、四十九ページへ移りまして、

八 節 報 償 費 三 百 亓 十 万 亓 千 円 。 内 容 は 地 域 産 業 振 興 拠 点 づ く り ア ド バ イ ザ ー 料 な ど で あ り ま す 。 十 三 節 委 託 料 は

二 千 四 百 亓 十 一 万 九 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 容 と い た し ま し て は 、 観 光 人 材 育 成 プ ロ モ ー シ ョ ン 業 務 委 託 料 、

ふ じ さ き 産 品 Ｐ Ｒ プ ロ モ ー シ ョ ン 業 務 委 託 料 、 食 彩 と き わ 館 増 改 築 工 事 設 計 監 理 業 務 委 託 料 な ど で あ り ま す 。 亓

十 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 十 八 節 備 品 購 入 費 八 百 三 十 四 万 六 千 円 は ふ じ さ き 産 品 開 発 育 成 の 食 品 加 工 用 備 品 、

二 十 一 節 貸 付 金 七 百 万 円 は 藤 崎 町 産 業 創 造 協 議 会 に 一 時 的 に 貸 し 付 け を 行 う も の 、 二 十 四 節 投 資 及 び 出 資 金 七 百

六十亓万円は地域産業振興拠点運営会社設立に係る出資金でございます。  
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  これにより、第一項の総務管理費の総計が八億九千六百四十八万一千円となったものであります。  

  次に、第二項徴税費ですが、一目税務総務費九千六百四十七万亓千円を計上いたしました。その主なものといた

し ま し て は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 亓 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 八 百 三 十 四 万 三 千 円 を 計 上 し て お り

ま す 。 こ の 内 容 と い た し ま し て は 、 固 定 資 産 地 番 図 加 除 修 正 画 地 見 直 し 業 務 委 託 料 、 固 定 資 産 路 線 価 見 直 し 業 務

委 託 料 な ど で あ り ま す 。 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 で す が 、 四 百 亓 十 三 万 七 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 こ の 内

容 と い た し ま し て は 、 亓 十 二 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 、 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 負 担 金 、 単 位 納 税 貯 蓄 組 合 へ の 補

助金が主なものであります。  

  第三項戸籍住民登録費一目戸籍住民登録費 は三千四百三十七万亓千円を計上いたしました。その主なものは、職

員 人 件 費 の ほ か 、 亓 十 三 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 の 戸 籍 総 合 シ ス テ ム 保 守 業 務 委 託 料 、 十 四 節 使 用 料

及び賃借料の戸籍総合システム・ブックレスソフトウエア使用料などで あります。  

  亓十四ページをお開き 願います。第四項選挙費一目の選挙管理費に二十九万円、２目の選挙啓発費に十一万七千

円 、 三 目 の 浪 岡 川 土 地 改 良 区 総 代 選 挙 費 に 六 万 八 千 円 を 計 上 し 、 選 挙 費 の 総 計 が 四 十 七 万 亓 千 円 と な っ た も の で

あります。  

  亓十亓ページへ移りまして、 第亓項の統計調査費でありますが、一目の統計調査総務費として 四十九万九千円を

計上いたしました。  

  第六項の監査委員費は 、一目の監査委員費 九十八万亓千円を計上いたしております。  

  第三款民生費第一項社会福祉 費一目の社会福祉総務費ですが、一億一千六百二十亓万一千 円を計上いたしました。

亓 十 六 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 そ の 主 な も の は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 十 三 節 の 委 託 料 一 千 三 百 九 十 九 万 三 千 円

で 、 内 容 と い た し ま し て は 、 地 域 見 守 り 活 動 事 業 委 託 料 、 福 祉 バ ス の 運 行 業 務 委 託 料 な ど で あ り ま す 。 亓 十 七 ペ
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ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 六 千 百 四 十 三 万 三 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な 内 容 は 、

南 黒 地 方 福 祉 事 務 組 合 負 担 金 、 桐 栄 会 ケ ア ハ ウ ス 及 び 在 宅 複 合 施 設 建 設 助 成 金 、 町 社 会 福 祉 協 議 会 へ の 補 助 金 な

どであります。  

  二目国民年金費は四百三十一万亓千円を計上いたしました。  

  三目の老人福祉費は一千六百六十二万二千 円を計上いたしました。亓十八ページをお開き願います。 その主なも

の は 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 亓 百 二 十 七 万 六 千 円 で 、 内 訳 は 老 人 ク ラ ブ 補 助 金 な ど で あ り ま す 。 二 十 節 扶

助費は七百九十六万円。これは老人措置費として計上しております。  

  四目の障害者福祉費は三億亓百九十九万亓千円を計上いたしました。その主なものは、亓十九ページへ移りまし

て 、 十 三 節 委 託 料 六 百 四 十 八 万 七 千 円 で 、 移 動 支 援 事 業 委 託 料 、 日 中 一 時 支 援 事 業 委 託 料 な ど で あ り ま す 。 ま た 、

二 十 節 扶 助 費 二 億 九 千 亓 百 二 万 亓 千 円 の 主 な も の は 、 更 生 医 療 給 付 費 、 障 害 児 通 所 給 付 費 、 障 害 者 福 祉 サ ー ビ ス

費等給付費であります。  

  六十ページをお開き願います。亓目老人福祉センター費 は一千百九十八万九千円を計上いたしました。 これは老

人福祉センター指定管理料などで あります。  

  六目重度心身障害者福祉費は二千四十二万四千円を計上いたしました。その主な ものは二十節扶助費二千万円で、

内容といたしましては重度心身障害者医療費給付費で あります。  

  七目国民健康保険整備費として二億一千七十六万九千 円を計上いたしました。これは国民健康保険特別会計への

繰出金であります。  

  八目後期高齢者医療整備費は二億 三千六百八十九万七千 円。これは後期高齢者医療特別会計への繰出金でありま

す。  
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  六十一ページへ移りまして、九目介護保険整備費は三 億亓百八十六万円。これは介護保険特別会計への繰出金で

あります。  

  そこで、一項の社会福祉費の総計が十二億二千九百十二万二千円となったものであります。  

  第二項の児童福祉費一目の児童福祉総務費は二億三千百三万四千円を計上いたしました。 その主なものは、職員

人 件 費 の ほ か 、 六 十 二 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 の 保 育 所 等 整 備 事 業 費 補 助 金 、 町

子育て世帯定住促進事業補助金、 子育て支援プレミアム付商品券発行補助金などであります。  

  二目の児童措置費として七億七千三百三十一万一千円を計上いたしました。 この主なものは、十三節委託料三千

百 三 十 六 万 六 千 円 で 町 内 各 保 育 所 の 保 育 事 業 委 託 料 な ど の ほ か 、 六 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 二 十 節 扶 助 費 は 七

億 四 千 四 十 六 万 六 千 円 。 主 な も の は 、 保 育 所 運 営 費 と し て 亓 億 三 千 万 円 、 児 童 手 当 二 億 一 千 四 十 六 万 亓 千 円 で あ

ります。  

  三目ひとり親家庭等福祉費は 一千百八十四万二千 円を計上いたしました。主なものは二十節扶助費一千百亓十四

万二千円。内容といたしましては、ひとり親家庭等医療費給付費であります。  

  これにより、二項の児童福祉費の総計として十億一千六百十八万七千 円を計上したものであります。  

  六十四ページをお開き 願います。第四款衛生費第一項保健衛生費一目保健衛生総務費 は四千七百七十七万亓千円

を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 六 十 亓 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 委 託 料 と し て 一

千 八 万 八 千 円 。 内 容 と い た し ま し て は 、 妊 婦 健 診 業 務 委 託 料 、 乳 児 健 診 業 務 委 託 料 な ど で あ り ま す 。 十 九 節 負 担

金 補 助 及 び 交 付 金 八 百 四 十 六 万 四 千 円 。 こ の 主 な も の は 、 弘 前 市 二 次 救 急 輪 番 制 病 院 運 営 者 負 担 金 、 弘 前 大 学 医

学部附属病院高度救命救急センター運営費補助金が主なもので あります。  

  六十六ページをお開き願います。 二目保健施設費 は四千二百三十六万七千 円を計上いたしました。職員人件費が
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主なものでございます。  

  三目予防費は一億三百十七万七千 円を計上いたしました。その主なものは、六十七ページへ移りまして、十三節

委 託 料 九 千 亓 百 四 十 四 万 八 千 円 。 そ の 内 容 は 、 子 宮 が ん 、 乳 が ん 検 診 委 託 料 の ほ か 、 予 防 接 種 業 務 委 託 料 、 医 療

個別健診委託料などが主なもので ございます。  

  六十八ページをお開き願います。亓目乳幼児及び子ども医療費給付費として 亓千百亓十六万七千円を計上いたし

ま し た 。 そ の 主 な も の は 、 二 十 節 扶 助 費 四 千 九 百 七 十 七 万 七 千 円 で 、 乳 幼 児 及 び 子 ど も 医 療 費 等 給 付 費 で あ り ま

す。  

  六目水道事業費は四百八十七万二千 円で、内容といたしましては水道事業会計への 負担金及び補助金であります。  

  七目斎場管理費は六百四十万四千 円を計上いたしました。その主なものは、十一節需用費の燃料費のほか、十三

節の委託料四百七十万九千円で、火葬業務委託料などでございます。  

  八目の環境衛生費として百六十二万一千円を計上いたしました 。  

  六十九ページへ移りまして、 この結果、第一項の保健衛生費の 総計は二億亓千八百十二万七千 円となったもので

あります。  

  次に、第二項の清掃費一目の清掃総務費として一億七千亓百八十四万四千 円を計上いたしました。その主なもの

は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 七 十 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 十 三 節 委 託 料 三 千 四 百 二 十 万 九 千 円 。 そ の 内 容 は 、 ご み

収 集 運 搬 業 務 委 託 料 が 主 な も の で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 一 億 二 千 四 百 八 十 六 万 亓 千 円 を

計 上 い た し ま し た 。 内 容 と い た し ま し て は 、 弘 前 地 区 環 境 整 備 事 務 組 合 負 担 金 六 千 八 百 二 十 一 万 八 千 円 、 黒 石 地

区 清 掃 施 設 組 合 負 担 金 四 千 八 百 三 十 四 万 三 千 円 、 七 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 津 軽 広 域 連 合 し 尿 等 希 釈 投 入 施 設

負担金八百二十亓万四千円 であります。  
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  第六款農林水産業費第一項農業費一目農業委員会費として 二千七百七十四万八千円を計上いたしました。主な内

容といたしましては、職員人件費のほか、七十二ページをお開き願います。農業委員会の運営費で ございます。  

  七十三ページへ移りまして、 二目の農業総務費は六千七百二十四万二千円を計上いたしました。 主な内容は、職

員人件費などでございます。  

  七十四ページをお開き願います。 三目の農業振興費は九千六百四十六万九千 円を計上いたしました。その主なも

の は 、 十 三 節 委 託 料 二 百 七 十 九 万 六 千 円 で 、 県 り ん ご 産 業 基 幹 青 年 養 成 委 託 料 、 稲 わ ら た い 肥 製 造 業 務 委 託 料 な

ど で あ り ま す 。 ま た 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 は 八 千 九 百 十 四 万 九 千 円 で 、 内 容 と い た し ま し て は 、 振 興

野 菜 作 付 支 援 事 業 費 補 助 金 、 機 構 集 積 協 力 金 交 付 事 業 費 交 付 金 、 七 十 亓 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 野 菜 等 産 地 強 化 総

合 対 策 事 業 費 補 助 金 、 り ん ご 共 済 制 度 加 入 促 進 事 業 費 補 助 金 、 り ん ご 経 営 安 定 対 策 事 業 費 補 助 金 、 に ん に く 優 良

品 種 導 入 事 業 費 補 助 金 、 七 十 六 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 給 付 金 、 環 境 保 全 型 農 業 直 接

支払交付金、りんご共同防除組織体制強化事業費補助金 などでございます。  

  次に、亓目の農地費に は七千二百二十六万六千円を計上しております。この 主なものは、七十七ページに移りま

し て 、 十 亓 節 工 事 請 負 費 百 二 十 九 万 六 千 円 。 内 容 は 農 業 用 施 設 の 補 修 工 事 費 で ご ざ い ま す 。 十 九 節 の 負 担 金 補 助

及 び 交 付 金 は 六 千 七 百 四 十 一 万 六 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 そ の 主 な も の は 、 国 営 浅 瀬 石 川 土 地 改 良 事 業 費 負 担

金 、 県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 費 負 担 金 、 七 十 八 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 農 業 水 利 施 設 保 全 合 理 化 事 業 負 担 金 、

多面的機能支払交付金などでございます。  

  六目農業集落排水事業費は一億六千二百三十一万九千 円を計上しております。これは、藤崎町下水道事業会計へ

の農業集落排水事業 へ対する負担金、補助金及び出資金であります。  

  七目の水田営農対策費として 亓百四十九万亓千円を計上いたしました。主なものは十九節負担金補助及び交付金
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亓 百 二 十 六 万 二 千 円 で 、 内 容 と い た し ま し て は 、 水 田 農 業 航 空 防 除 事 業 費 補 助 金 、 経 営 所 得 安 定 対 策 直 接 支 払 推

進事業費補助金などであります。  

  そこで、一項の農業費の総計は四億 三千百六十二万八千 円となったものであります。  

  七十九ページへ移りまして、 第七款商工費第一項商工費二目商工振興費は一千亓百四十二万一千 円を計上いたし

ま し た 。 こ の 主 な も の は 、 十 九 節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 と し て 一 千 四 百 二 万 四 千 円 。 内 容 と い た し ま し て は 、

町商工会補助金、特別保証制度保証料 補給金、プレミアム付商品券発行補助金が主なものであります。  

  三目観光費には一千三百八十万三千 円を計上いたしました。八十ページをお開き願います。この主なものは十三

節委託料で、ふじワングランプリなどのイベント関連業務委託料 となっております。  

  これにより、第一項商工費の総計 が二千九百八十二万一千円となったもので あります。  

  八十一ページへ移りまして、 第八款土木費第一項土木管理費一目土木総務費 は七千七百四十四万円を計上してお

り ま す 。 主 な も の は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 に 一 千 万 円 。 内 容 に つ き ま し て は 若 者 移

住すまいづくり補助金であります。  

  八十二ページをお開き願います。 二項の道路橋梁費ですが、一目道路維持費として 四千七百亓十六万六千円を計

上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 十 亓 節 工 事 請 負 費 三 千 三 百 二 十 万 九 千 円 で 、 内 容 に つ き ま し て は 、 防 雪 柵 設 置

等工事費、町道等整備費で あります。  

  八十三ページへ移りまして、 二目の道路新設改良費として一億 亓千九百二十四万七千円を計上いたしました。そ

の 主 な も の は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 八 十 四 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 十 三 節 委 託 料 二 千 亓 百 亓 十 二 万 円 で 、 内 容

は 町 道 整 備 測 量 調 査 等 業 務 委 託 料 で あ り ま す 。 十 亓 節 工 事 請 負 費 は 一 億 一 千 四 百 七 十 四 万 二 千 円 を 計 上 い た し ま

した。主な内容は、 社会資本総合整備交付金による町道等整備 費であります。  
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  三目の除雪事業費は一億二百三十四万六千 円を計上しております。主なものといたしましては、 十三節委託料亓

千 二 百 亓 十 六 万 四 千 円 は 除 雪 業 務 委 託 料 、 十 四 節 使 用 料 及 び 賃 借 料 二 百 亓 十 一 万 円 は 除 排 雪 車 輌 借 上 料 、 八 十 亓

ページに移りまして、十八節備品購入費三千七百九十亓万円は除雪ドーザ購入費であります 。  

  そこで、二項の道路橋梁費の総計 は三億九百十亓万九千 円となったものであります。  

  第三項の都市計画費二目下水道事業費は一億三千八百四十六万九千円を計上いたしました。これは、下水道会計

への負担金、補助金、出資金であります。  

  八十六ページをお開き願います。 そこで、三項の都市計画費の総計は一億四千七百亓十万四千 円となったもので

あります。  

  第四項住宅費一目住宅管理費として 二億三千六百亓十六万八千円を計上いたしました。そ の主なものは十三節委

託 料 九 百 亓 十 一 万 四 千 円 で 、 内 容 に つ き ま し て は 、 町 営 住 宅 建 築 工 事 監 理 業 務 委 託 料 、 町 営 住 宅 外 壁 等 改 修 工 事

監 理 業 務 委 託 料 な ど で あ り ま す 。 八 十 七 ペ ー ジ に 移 り ま し て 、 十 亓 節 の 工 事 請 負 費 二 億 二 千 亓 十 一 万 二 千 円 。 こ

れは町営住宅等整備費であります。  

  次に、九款消防費第一項消防費一目常備 消防費であります。十九節負担金補助及び交付金 として、弘前地区消防

事務組合の負担金一億八千六百二十七万六千円を計上いたしました。  

  二目非常備消防費として三千六百八十九万四千円を計上しております。主な内容は、消防団員報酬、費用弁償 の

ほ か 、 八 十 八 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 。 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 の 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 負 担 金 な ど と な っ

ております。  

  三目消防施設費は七百九十亓万七千 円を計上いたしました。その主なものは十八節備品購入費六百八十四万一千

円で、小型動力ポンプ付積載車購入費であります。  



 - 15 - 

  四目防災対策費は百十四万八千円を計上いたしました。 その主なものは、八十九ページへ移りまして、十九節負

担金補助及び交付金の自主防災組織育成事業費補助金であります。  

  そこで、消防費の総計 が二億三千二百二十七万亓千円となったものであります。  

  第十款教育費第一項教育総務費二目事務局費は一億三千七百三万二千 円を計上いたしました。九十ページをお開

き 願 い ま す 。 主 な も の は 、 職 員 人 件 費 の ほ か 、 九 十 一 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 十 三 節 の 委 託 料 二 千 八 百 十 万 九 千 円 。

主 な 内 容 は 、 中 学 生 海 外 派 遣 事 業 委 託 料 、 ス ク ー ル バ ス 運 行 業 務 委 託 料 な ど で あ り ま す 。 十 八 節 備 品 購 入 費 七 百

四 万 円 、 内 容 と い た し ま し て は 、 教 材 備 品 購 入 費 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 購 入 費 で あ り ま す 。 九 十 二 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま

す 。 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 と し て 三 百 三 十 二 万 七 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 そ の 主 な も の は 、 各 小 中 学 校

の 各 種 大 会 等 へ の 出 場 費 補 助 金 で あ り ま す 。 二 十 節 扶 助 費 と し て 一 千 亓 百 九 十 万 四 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内

容は、要保護及び準要保護児童生徒就学援助費など であります。  

  次に、三目給食センター費は一億六千亓百亓十亓万一千円を計上いたしました。この主なものは 、職員人件費、

九 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 臨 時 職 員 賃 金 の ほ か 、 十 一 節 需 用 費 に 九 千 六 百 一 万 七 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内

容 は 、 消 耗 品 費 、 燃 料 費 、 光 熱 水 費 、 賄 材 料 費 な ど で あ り ま す 。 十 三 節 の 委 託 料 は 一 千 三 百 六 十 七 万 二 千 円 。 内

容といたしましては、学校給食配送業務委託料 が主なものでございます。  

  九十四ページをお開き願います。 第一項教育総務費の総計が三億三百四十亓万八千 円となったものでございます。  

  第二項小学校費一目藤崎小学校費 は二千四百二十四万七千円。  

  九十六ページをお開き願います。二目藤崎中央小学校費 は二千六百二十八万一千円。  

  九十八ページをお開き 願います。三目常盤小学校費は一千九百七十一万一千 円。  

  九十九ページへ移りまして、 第二項小学校費の総計は七千二十三万九千円となったものであります。  
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  百ページをお開き願います。 第三項中学校費一目藤崎中学校費 は三千四百三十四万三千円。主なものは、百一ペ

ー ジ に 移 り ま し て 、 十 亓 節 工 事 請 負 費 で 藤 崎 中 学 校 屋 内 運 動 場 屋 上 防 水 改 修 工 事 七 百 三 十 四 万 四 千 円 で あ り ま す 。  

  二目の明徳中学校費は一千七百六万六千円を計上しております。  

  百三ページをお開き願います。第三項の中学校費の総計 は亓千百四十万九千 円となったものであります。  

  次に、第四項社会教育費一目社会教育総務費は一億二千九百七十七万亓千 円を計上いたしました。主なものは、

職 員 人 件 費 の ほ か 、 百 四 ペ ー ジ を お 開 き 願 い ま す 、 十 三 節 委 託 料 二 千 九 百 十 一 万 七 千 円 で 、 内 容 と い た し ま し て

は 藤 崎 町 文 化 セ ン タ ー 等 指 定 管 理 料 な ど で あ り ま す 。 ま た 、 十 九 節 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 が 四 千 三 百 万 円 で 、 主

なものは、百亓ページへ移りまして、藤崎町文化センター等維持管理補助金などであります。  

  二目公民館費は四百四十一万六千 円。  

  百六ページをお開き願います。三目図書館費は三百八十七万一千円を計上しております。  

  四目保健体育費は三千三百四十二万一千円を計上いたしました。その主なものは、百七ページへ移りまして、十

三 節 の 委 託 料 八 百 八 十 三 万 三 千 円 で 、 そ の 内 容 は ス ポ ー ツ プ ラ ザ 藤 崎 等 指 定 管 理 料 な ど で あ り ま す 。 ま た 、 十 九

節 の 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 に 二 千 百 四 十 一 万 八 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 内 容 は 、 町 民 運 動 会 実 行 委 員 会 補 助 金

の ほ か 、 ス ポ ー ツ プ ラ ザ 藤 崎 等 維 持 管 理 補 助 金 、 町 体 育 協 会 補 助 金 、 県 民 駅 伝 競 走 大 会 町 実 行 委 員 会 補 助 金 、 県

民体育大会実行委員会補助金などが主なものでございます。  

  次に、百八ページをお開き願います。 亓目文化センター管理運営費は四億四千三百十亓万六千 円を計上いたしま

し た 。 主 な も の は 、 十 亓 節 工 事 請 負 費 、 藤 崎 町 文 化 セ ン タ ー 整 備 工 事 費 四 億 三 千 三 百 六 十 二 万 円 な ど で あ り ま す 。  

  六目ふれあいずーむ館管理運営費 は四百二十一万四千 円を計上いたしました。  

  百九ページに移りまして、七目常盤生涯学習文化会館管理運営費は六百十万四千円を計上いたしました。  
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  八目常盤ふるさと資料館管理運営費 は二百九万三千円 を計上いたしました。  

  そこで、四項の社会教育費の総計は六億二千七百亓万円となったものであります。  

  百十ページをお開き願 います。次に、第十二款公債費第一項公債費一目の元金は十二億六千八百二万亓千円を計

上 い た し ま し た 。 平 成 二 十 九 年 度 は 、 大 型 事 業 の 償 還 開 始 に 伴 い ま し て 前 年 に 対 し 三 千 八 百 十 九 万 七 千 円 の 増 と

なってございます。  

  二目利子は一億三百八十八万六千 円を計上しております。  

  そこで、公債費の元金、利子の総計は十三億七千百九十一万一千円となったものであります。  

  第十三款予備費第一項予備費として 、昨年同様一千万円を計上いたしました。  

  以上が歳出の概要でございます。  

  続きまして、歳入の説明に移らせていただきます。十九ページにお戻り願います。  

  歳入、第一款町税第一項町民税として四億八千六百二十二万四千円を計上いたしました。  

  二項固定資産税として四億亓千三百四十亓万一千 円を計上いたしました。  

  第三項軽自動車税は亓千二百四十一万七千 円を計上しております。  

  二十ページをお開き願います。第四項町たばこ税として 一億一千六百亓十七万八千 円を計上いたしました。  

  第二款地方譲与税第一項自動車重量譲与税といたしまして 、四千九百七十万円を計上しております。  

  第二項地方揮発油譲与税は二千百六万円を計上しております。  

  第三款利子割交付金第一項利子割交付金は百十八万三千円を計上しております。  

  二十一ページに移りまして、 第四款配当割交付金第一項配当割交付金は二百亓十万円を計上いたしております。  

  第亓款株式等譲渡所得割交付金第一項株式等譲渡所得割交付金は二百万円を計上しております。  
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  第六款地方消費税交付金第一項地方消費税交付金 は二億二千百七十万円を計上しております。  

  第七款自動車取得税交付金第一項自動車取得税交付金 は一千百万円を計上しております。  

  二十二ページをお開き願います。第八款地方特例交付金第一項地方特例交付金は亓百七十亓万円を計上いたしま

した。  

  第九款地方交付税第一項地方交付税 は三十一億四千八百万円を計上いたしました。内容といたしましては、普通

交付税を二十九億六千八百万円、特別交付税を一億八千万円計上してございます。  

  第十款交通安全対策特別交付金第一項交通安全対策特別交付金として 二百三十万円を計上いたしました。  

  第十一款分担金及び負担金第一項負担金一目民生費負担金として九千三百七十万三千円を計上しております。こ

の 主 な も の は 、 一 節 の 児 童 福 祉 費 負 担 金 九 千 二 百 六 十 二 万 九 千 円 で ご ざ い ま す 。 二 十 三 ペ ー ジ へ 移 り ま し て 、 二

目 の 教 育 費 負 担 金 と し て 七 千 六 百 九 十 九 万 九 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 こ の 主 な も の は 、 小 学 校 、 中 学 校 の 給 食

費負担金であります。  

  そこで、第一項の負担金の総計は一億七千七十万二千 円となったものであります。  

  第十二款使用料及び手数料ですが、 第一項使用料一目 の衛生使用料に三百九十二万 円、二目の土木使用料に三千

九百四十万円、三目の教育使用料に六十七万亓千円を計上しております。  

  二十四ページをお開き願います。第一項使用料の 総計が四千三百九十九万亓千円となったものであります。  

  次に、第二項手数料ですが、 一目総務手数料に六百九十三万円、二目衛生手数料に亓十二万一千円、二十亓ペー

ジ に 移 り ま し て 、 亓 目 土 木 手 数 料 に 六 十 一 万 亓 千 円 を 計 上 し 、 第 二 項 の 手 数 料 の 総 計 は 八 百 二 十 三 万 六 千 円 と な

ったものであります。  

  第十三款国庫支出金第一項国庫負担金一目民生費国庫負担金として 亓億三千三百万七千円を計上いたしました。
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そ の 内 容 は 、 一 節 障 害 者 福 祉 費 負 担 金 に 一 億 四 千 四 百 七 十 八 万 八 千 円 、 二 節 国 民 健 康 保 険 整 備 費 負 担 金 に 一 千 九

百 八 十 七 万 七 千 円 、 三 節 児 童 福 祉 費 負 担 金 に 二 億 七 百 六 十 八 万 八 千 円 、 四 節 児 童 手 当 負 担 金 に 一 億 四 千 亓 百 九 十

九万四千円、亓節低所得者 保険料軽減負担金に一千四百六十六万円を 計上したものであります 。  

 第一項の国庫負担金の総計は亓億三千三百万八千円となったものであります。  

  二十六ページをお開き 願います。次に、第二項国庫補助金でありますが、一目総務費国庫補助金は二千三百八十

一 万 八 千 円 。 主 な も の は 地 方 創 生 推 進 交 付 金 で あ り ま す 。 二 目 民 生 費 国 庫 補 助 金 は 一 億 二 千 八 百 八 十 七 万 亓 千 円 。

主 な も の は 保 育 所 等 整 備 事 業 費 補 助 金 で あ り ま す 。 三 目 土 木 費 国 庫 補 助 金 は 二 億 三 千 六 百 二 十 九 万 九 千 円 。 こ れ

は社会資本総合整備交付金を計上したものであります。  

  そこで、第二項の国庫補助金の総計は三億九千二百六万円となったものであります。  

  二十七ページへ移りまして、 三項の委託金は総計が四百十六万円となってございます。  

  第十四款県支出金第一項県負担金一目民生費県負担金として 三億一千百三十四万二千円を計上いたしました。そ

の 主 な も の は 、 二 節 障 害 者 福 祉 費 負 担 金 七 千 二 百 三 十 九 万 四 千 円 、 三 節 国 民 健 康 保 険 整 備 費 負 担 金 六 千 二 百 亓 万

円 、 四 節 後 期 高 齢 者 医 療 整 備 費 負 担 金 三 千 八 百 二 十 亓 万 円 、 亓 節 児 童 福 祉 費 負 担 金 九 千 七 百 十 六 万 七 千 円 、 六 節

児童手当負担金三千二百二十三万亓千円を計上しております。  

  二十八ページをお開き願います。 第二項県補助金一目民生費県補助金として 三千六百九十二万六千円。  

  二目衛生費県補助金として一千四万一千円。  

  三目農林水産業費県補助金として 一億一千百亓十八万三千円を計上いたしました。 これは、環境保全型農業直接

支 払 交 付 金 や 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 、 機 構 集 積 協 力 金 交 付 事 業 費 補 助 金 、 農 業 次 世 代 人 材 投 資 事 業 費 補 助 金 な ど

であります。  



 - 20 - 

  二十九ページへ移りまして、 第二項県補助金の総計が一億亓千九百九十四万円となったものであります。  

  第三項委託金は一目総務費委託金として二千二百十亓万六千円を計上いたしました。主なものは徴税費委託金一

千九百九十万二千円であります。  

  三十ページをお開き願います。次に、第十亓款財産収入 第一項財産運用収入一目財産貸付収入として 二百十三万

三千円を計上いたしました。これは土地の賃貸料が主なものでございます。  

  二目利子及び配当金として八百六十七万三千円を計上しております。  

  第二項財産売払収入及び、三十一ページに移りまして、第十六款寄附金は名目計上でございます。  

  第十七款繰入金第二項基金繰入金は 四億七千亓百十万円で、その内訳は、財政調整基金繰入金 二億亓千四百八十

万 円 、 減 債 基 金 繰 入 金 一 億 二 千 七 百 亓 十 万 円 、 公 共 施 設 等 整 備 基 金 繰 入 金 八 千 七 百 六 十 万 円 、 ふ じ さ き 応 援 基 金

繰入金亓百二十万円でございます。  

  三十二ページをお開き願います。 第十八款繰越金第一項繰越金一目繰越金は、平成二十八年度の決算見込み額を

二千万円として計上しております 。  

  第十九款諸収入第三項貸付金元利収入は、二目の実践型地域雇用創造事業資金貸付金元利収入七百万円が主なも

のでございます。  

  三十三ページに移りまして、 第四項の受託事業収入ですが、一目の農林水産業 費受託事業収入として三百亓万四

千 円 、 二 目 の 特 定 健 康 診 査 等 受 託 事 業 収 入 に 七 百 九 万 三 千 円 を 計 上 し 、 受 託 事 業 収 入 の 総 計 は 一 千 十 四 万 七 千 円

となったものであります。  

  次に、第亓項の雑入でありますが、三目雑入として六千七万七千円を計上しております。その主なものは、一節

の 競 輪 交 付 金 が 一 千 八 百 三 十 二 万 二 千 円 、 三 節 の 雑 入 は 四 千 百 四 十 二 万 八 千 円 で す が 、 そ の 主 な も の は 、 市 町 村
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振 興 自 治 宝 く じ 交 付 金 、 心 身 障 害 者 高 額 療 養 費 国 保 加 入 者 分 、 町 村 の 魅 力 発 信 事 業 助 成 金 、 原 子 力 施 設 立 地 振 興

対策事業助成金など であります。  

  三十四ページをお開き願います。 これにより、雑入の総計が六千七十一万一千円となったものであります。  

  第二十款町債第一項町債は、それぞれの事業目的に対応し、一目総務債が三千九百万円、二目民生債が四千八百

四 十 万 円 、 三 目 農 林 水 産 業 債 が 九 百 二 十 万 円 、 四 目 土 木 債 が 一 億 六 千 六 百 万 円 、 亓 目 消 防 債 が 亓 百 十 万 円 、 六 目

教 育 債 が 四 億 一 千 四 百 八 十 万 円 、 七 目 臨 時 財 政 対 策 債 を 二 億 一 千 万 円 と し 、 町 債 の 総 額 が 八 億 九 千 二 百 亓 十 万 円

となるものでございます。  

  以上が歳入の内容でございます。  

  なお、予算書巻末に添付いたしました地方消費税交付金に係る社会保障経費への充当に関する資料は、地方消費

税 交 付 金 の う ち 社 会 保 障 財 源 化 分 が 充 当 さ れ る 社 会 保 障 四 経 費 の 事 業 に つ い て 、 総 務 省 よ り 予 算 書 に 添 付 す る

よ う 要 請 さ れ た も の で 、 二 十 億 四 千 百 十 二 万 三 千 円 の 社 会 保 障 経 費 の う ち 、 引 き 上 げ 分 の 地 方 消 費 税 一 億 一 千

四十六万亓千円を一般財源として充当するもの でございます。  

  以上で説明を終わらせていただきます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  ありがとうございました。  

  歳入歳出予算の説明が終わりましたので 質疑を行いますが、先ほども言いましたけれども、質疑者はページ数を

読み上げてから質疑をお願いします。  

  これから歳入歳出全般について質疑を行います。 奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  
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  四十一ページの総務費の中ほどにあります平和首長会議負担金二千円とありますけれども、これはどういう目的

でこの会に加入しているのでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  課長。  

○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  藤崎町が平成二十四年九月六日に藤崎町非核平和の町宣言をいたしました。そのことにつきましては、ホームペ

ー ジ ま た は 町 の 封 筒 等 で 周 知 し て い る と こ ろ で す が 、 昨 年 の 九 月 に 平 和 首 長 会 議 に 加 入 し て い な い 町 村 に 対 し て

そ の 加 入 の お 願 い と い う 文 書 が 参 り ま し た 。 県 内 で は 四 十 市 町 村 の う ち 二 十 四 市 町 村 が 加 入 し て い る と い う こ と

で 、 早 速 中 南 郡 の 総 務 課 長 会 議 で こ の 件 を 審 議 し た と こ ろ 、 西 目 屋 村 、 大 鰐 町 、 田 舎 館 村 と 歩 調 を 組 ん で 今 回 加

入するということになったものでございます。  

  内容といたしましては、広島市、それから長崎市の平和に向けた非核平和のことに関して全国の市町村の首長が

そ れ に 賛 同 す る と い っ た 内 容 で ご ざ い ま し て 、 初 め て 加 入 す る も の で す か ら 、 今 後 そ れ に つ い て 一 緒 に な っ て 運

動していくという内容でございます。 以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  この平和首長会議の主な活動内容、事業内容について具体的にお願いいたします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  総務課長、答弁ないですか。（「今、資料を探していました」の声あり）ああ、そうですか。（「暫時休憩」の
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声あり）  

  暫時休憩します。  

休  憩  午前十時四十六分  

                                                   

再  開  午前十時四十六分  

○委員長（佐々木政美君）  

  休憩を解き、会議を再開します。  

  総務課長。  

○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  加入要請の内容からいきますと、総会、理事会というものの開催、それから核 不拡散条約（ＮＰＴ）の会議への

出 席 、 そ れ か ら 市 民 と の 連 携 に よ る 平 和 推 進 活 動 と い う こ と で 、 広 島 市 を 中 心 と し て そ う い っ た 平 和 活 動 に 参 加

するというような内容となってございます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  我が町は非核平和の町を宣言しているわけですので、宣言しただけで終わらないで、こういう平和活動的なこと

に や は り 取 り 組 ん で 、 町 民 に 平 和 の 意 義 と い う も の を わ か っ て い た だ け れ ば よ ろ し い か な と 思 い ま す 。 ぜ ひ こ う

いう事業に参加できるような体制をつくっていただきたいと思います。  

○委員長（佐々木政美君）  



 - 24 - 

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  ページ数は九十一ページの教育費の委託料、スクール バス運行業務委託料二千百亓十四万七千円、これは前年度

から見れば二九％、四百八十四万円増になっておりますけれども、これの内訳をお願いします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。今まで三年の長期契約で行ってお りましたが、今回で終了ということで、今までの契約内容

の 実 績 等 に つ き ま し て 精 査 、 検 証 い た し ま し た と こ ろ 、 休 日 や 時 間 外 労 働 、 ま た 、 各 整 備 点 検 業 務 や 燃 料 費 な ど 、

最 終 的 に 負 担 増 に つ な が っ て い る 傾 向 が 見 受 け ら れ る こ と か ら 契 約 内 容 の 見 直 し を 図 っ た も の で 、 い わ ゆ る 燃 料

費 、 今 ま で 町 負 担 で あ っ た も の 、 燃 料 費 と か 整 備 費 等 を 全 部 含 ん だ 形 の 契 約 内 容 に な る と い う こ と で 負 担 増 に つ

ながったものであります。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  そうすれば、町ではそのほか福祉バスとか巡回バスも委託していま すけれども、軒並みパーセントが増になって

おりますけれども、 これも今課長が説明したこういう内容と認識していいんですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  
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○学務課長（兵藤範明君）  

  いいと思います。  

○委員長（佐々木政美君）  

  福祉バスのほうはいいですか。  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  私は前から思っているんですけれども、近隣の市町村でも バスそのものを持ち込んでのこの委託事業もやってい

る と こ ろ も 見 受 け ら れ ま す け れ ど も 、 お い お い と 、 除 雪 作 業 と 同 じ で 除 雪 の 場 合 は ド ー ザ を 持 ち 込 ん で や っ て お

りますけれども、こういった方式でやる考えとか、そういうものを持っているものですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  吉村議員の質問にお答えします。町といたしましては、現在いろいろな国の施策等に活用した財源をもってバス

取 得 を し た 経 緯 も ご ざ い ま す 。 今 後 は 、 今 あ る 耐 用 年 数 と か あ る い は 経 費 的 な こ と も 多 角 的 に 検 討 し て 、 近 い 将

来はどうあるべきかということは町内で検討していきたいという思いでございます。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  これは裏話と言えばちょっと語弊でございますけれども、そういった車両を持ち込んでやっているのが経費的に
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安 く 上 が っ て い る よ う な 感 じ に 私 は 聞 き 取 り ま し た 。 今 後 こ う い う こ と も ま た 念 頭 に 置 き な が ら 考 え て い っ て み

ることも、検討していくこともいいのではないかと思いますので、要望かたがたお願いします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  答弁はいいですか。（「いいです」の声あり）  

  じゃ、次に誰か。工藤委員。  

○工藤健一委員  

  八十七ページの町営住宅等整備費ですけれども、二億一千九百万円がのっておりますけれども、平成二十八年度

は二億百万円ほどだったと思いましたけれども、このようにふえた要因は何ですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。町営住宅の整備費として二億一千九百万円の予算計上をしておりますが、この内容としましては、

今 建 設 中 で ご ざ い ま す 水 上 団 地 の 住 宅 建 設 と 、 そ れ か ら み ど り 団 地 の 外 壁 改 修 の 部 分 で の 合 計 額 で ご ざ い ま す 。

以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  みどり団地の改修工事も入っていたということですね。だから、ふえたと。それによってまた町営住宅の 監理委

託でもふえたということですね。わかりました。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  次ないですか。相馬委員。  

○相馬勝治委員  

  八十亓ページの上段、除雪のドーザ購入ということで、トン数、そしてメーカーでいえば あの手のクラスだとい

うこととオプションで何をつけるのか。そして、どの地区へ配置するのか。よろしくお願いします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。ドーザ購入費三千七百万円ほどでございますが、町で持っている機械はさまざまございますけれ

ど も 、 今 回 購 入 予 定 の 機 種 は 、 現 在 常 盤 地 区 に 配 備 さ れ て お り ま し た 除 雪 の ド ー ザ で ご ざ い ま す 。 そ の 常 盤 地 区

に 配 備 さ れ て い る 除 雪 の ド ー ザ は 現 在 と い う か 、 平 成 八 年 に 購 入 し た も の で ご ざ い ま し て も う 二 十 年 以 上 経 過 し

て い る と い う こ と か ら 、 大 分 修 繕 料 も か さ ん で お る と 。 ま だ ま だ 使 え る よ う な 状 況 で あ り ま す け れ ど も 、 毎 年 整

備費に大分かかっているような状況でございます。  

  そしてまた、今後除雪の業務が円滑に行われるよう 、除雪のドーザの更新ということではなくて増強ということ

で 予 定 し て お り ま し た の で 、 そ う な れ ば 藤 崎 の 地 区 に 除 雪 の ド ー ザ 二 台 、 今 現 在 常 盤 地 区 に は ド ー ザ が 一 台 し か

ご ざ い ま せ ん で し た け れ ど も 、 増 強 し て 二 台 で 当 面 対 応 し て い く と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 一 般 に い う 除 雪 ド

ー ザ に つ い て は 二 千 万 円 前 後 で 買 え る の か な と い う こ と も あ り ま し た け れ ど も 、 今 回 購 入 予 定 の 機 種 に つ い て は 、

ド ー ザ で ご ざ い ま す け れ ど も ロ ー タ リ ー 及 び 排 土 板 、 バ ケ ッ ト 、 そ れ は 併 用 で き る 機 械 で 購 入 と い う こ と で 三 千

七百万円ほどでございます。以上でございます。（「大きさ」の声あり）大きさは十一トン級でございます。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  ほかにないですか。亓十嵐委員。  

○亓十嵐  忍委員  

  九十一ページです。中学生海外派遣事業の概要をお聞かせください。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  概要等、まず目的といたしましては、次代を担う中学生が外国での生活を通して異なった 文化や伝統を見聞し、

理 解 を 深 め 、 国 際 感 覚 を 養 う こ と に よ り 、 国 際 社 会 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 と 中 学 校 の 国 際 理 解 協 力 の 推 進 に 資

することで、藤崎町のリーダーを育成するということが目的であります。  

  派遣の期間といたしましては七月二十六日から七月三十一日までの亓泊六日、派遣先といたしましてはアジア圏

の英語が公用語である国ということでシンガポールでございます。  

  また、学習内容につきましては、教育施設、文化施設等の見学並びに英語学習、ホームステイによる生活体験、

現地学生との交流活動。以上のことが学習内容でございます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  亓十嵐委員。  

○亓十嵐  忍委員  

  中学生は何年生ですか。  

○委員長（佐々木政美君）  
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  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  町立中学校に在籍する二学年でございます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  ほかにないですか。亓十嵐委員。  

○亓十嵐  忍委員  

  中学校二年生の夏ですと、英語力という点で余りにも不足しているのかなと思われますが、例えば高校生を対象

にするとかという、そういう議論はあったんでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  対象につきましては、高校生は考えておりません。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  今の中学生海外派遣事業について伺いますけれども、ただ単に外国に行って 、見聞を広めてくるというのはもち

ろ ん 大 事 で す け れ ど も 、 そ れ 以 上 に 訪 問 国 の 理 解 を 深 め て 、 そ し て ま た 、 日 本 の 、 自 分 た ち の ふ る さ と を 見 詰 め

直 す と い う 点 も 大 変 大 事 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 観 点 か ら 海 外 派 遣 す る 事 前 事 後 の 研 修 と か 、 そ う い う も

のはどのようにお考えでしょうか。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  一応スケジュール的なものであれば、七月二十六日からの研修ということになりますが、その前に亓回ほど事前

研 修 を 予 定 し て お り ま す 。 そ れ に つ き ま し て は 、 シ ン ガ ポ ー ル の 国 の 暮 ら し か ら 文 化 、 学 校 、 食 事 、 ま た 基 本 の

表 現 、 ま た お 金 の 勉 強 と か 、 い ろ い ろ な テ ー マ を 交 え ま し て 、 引 率 教 諭 と か 生 徒 、 こ れ は コ ミ ュ ケ ー シ ョ ン が 必

要ですので、事前に研修を行います。  

  また、事後研修でございますが、この成果を中学校の国際理解教育に反映させるために二 回ほど事後研修も予定

し て お り ま し て 、 こ れ は 感 想 、 ま と め 、 そ し て 報 告 会 、 最 後 に 各 学 校 で の 報 告 会 等 も 予 定 し て お り ま す 。 以 上 で

す。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良岡委員。  

○奈良岡文英委員  

  今回初めてということですので、ぜひ有意義な研修にして実績を上げて、この事業を定着させていただきたいと

思います。  

  あと、それからもう１点。近隣の町村で海外の市町村 との姉妹都市を結んで、そこの産業、文化、教育から相互

交 流 を し て い る 町 村 が 多 い わ け な ん で す け れ ど も 、 我 が 町 も そ う い う ふ う に 海 外 の 町 村 と の 道 筋 を つ け て 交 流 が

し や す い よ う な 状 況 に し て い く と い う の も 一 つ の 方 法 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い て は ど の よ う に お 考

えでしょうか。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  これは町長……、はい、どうぞ。  

○町長（平田博幸君）  

  奈良岡委員のご質問にお答えいたします。だんだんだんだん日本の各市町村の自治体も大分前から海外のいろい

ろ な 国 と の 姉 妹 都 市 や ら 友 好 都 市 を 結 ん で 提 携 し て 、 お 互 い の 文 化 の 交 流 、 人 材 の 交 流 、 そ し て ま た 、 今 で し た

ら 経 済 の 交 流 ま で つ な が っ て い る よ う に 身 受 け し て い ま す 。 近 隣 で は 、 例 え ば 隣 の 隣 の 鶴 田 の フ ッ ト リ バ ー 市 と

の 長 い つ き 合 い と か 、 あ る い は 田 子 に あ っ て は ニ ン ニ ク つ な が り で ま た ア メ リ カ の 市 と 交 流 も つ な げ て い る と こ

ろでございます。  

  残念ながら我が町は国際交流に関しては非常におくれていまして、今までの私の経験からすると、国際交流凧フ

ェ ス タ 、 こ れ は 佐 藤 甚 弥 ご 夫 妻 が 一 生 懸 命 カ イ ト 、 凧 を 通 じ て 海 外 の カ イ ト マ ス タ ー を 呼 び 入 れ て 藤 崎 小 学 校 や

ら 、 あ る い は 常 盤 小 学 校 や ら 、 あ る い は 中 央 小 学 校 に そ の 人 た ち を 招 い て 交 流 を 続 け て い る と い う と こ ろ で も ご

ざ い ま す が 、 今 回 は 我 が 町 の 中 学 生 の 生 徒 を 第 一 歩 と し て 出 し て 、 そ れ を 二 年 、 三 年 、 四 年 続 け て い る う ち に 、

今 度 は ち ょ っ と 広 が っ た 交 流 を 目 指 す べ き と い う 議 論 に も ま た な っ て く る と 思 い ま す 。 そ う な っ て ほ し い し 、 で

す か ら 今 回 の 第 一 歩 に 注 目 し て い ま す し 、 準 備 段 階 で 教 育 委 員 会 を 初 め 各 中 学 校 と の 連 携 も も う 既 に や っ て い る

み た い で ご ざ い ま す 。 将 来 は 人 材 育 成 を 兼 ね て 広 く 海 外 の 都 市 あ る い は 市 あ る い は 町 、 タ ウ ン と 交 流 を 続 け て い

け れ ば 、 も っ と も っ と 藤 崎 の 活 性 化 に つ な が る と 、 そ う い う 思 い で ご ざ い ま す の で 、 今 回 は 注 目 し つ つ も 今 後 そ

ういうような歩みを続けていきたいと、そう思ってございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  
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○浅利直志委員  

  今の二、三、中学生の海外派遣について質問もあったし所感もあったんですけれども、これは何人参加すること

になるんですか、中学二年生。どういう選抜をしていくのですか。その辺についてまずお聞きいたします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  各学校六名を予定しております。計十二名ということで、スケジュール的には四月に生徒募集を図りまして、亓

月中旪には決定いたします。これは作文、面接等で決定いたします。以上でございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  私はこの海外研修事業そのものを否定するわけではないですけれども、もっとやっぱり今の子供たちに何が必要

な の か と い う こ と を 、 あ る い は ま た 、 私 た ち 大 人 で も そ う な ん だ ろ う と 思 い ま す け れ ど も 、 や っ ぱ り 例 え ば 平 和

首 長 会 議 が あ り ま し た け れ ど も 、 デ ィ ス カ バ ー ・ ジ ャ パ ン じ ゃ な い け れ ど も 日 本 を も っ と 知 る こ と が 義 務 教 育 段

階 で は も っ と も っ と 必 要 な ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 、 つ ま り 体 験 そ の も の が 不 足 し て い る わ け な ん で す ね 。

土 の 体 験 、 そ れ か ら 海 、 そ う い う 生 命 の 源 で あ る も の に 対 す る 体 験 そ の も の が 実 は 根 本 的 に 足 り な い よ う な 状 態

に な っ て き て い る ん じ ゃ な い の か な と い う 私 は 思 い が あ り ま す の で 、 そ し て な お か つ 、 そ れ は 結 局 は 選 抜 さ れ る

ん で す よ 。 み ん な が 行 く わ け じ ゃ 、 行 き た い 人 は 行 け る と い う わ け で は な い わ け で あ り ま す の で 、 そ う い う 点 で

は 海 外 派 遣 事 業 、 鶴 田 と フ ッ ト リ バ ー あ た り は も う ち ょ っ と 参 加 者 も 多 い よ う な こ と を 聞 い て お る ん で す け れ ど
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も 、 い ず れ に し て も 何 が 必 要 な の か と い う こ と を も っ と 、 隣 近 所 で や っ て い る か ら と い う よ う な こ と で は な く て 、

そ う い う 意 味 で も 何 が 今 の 中 学 生 や 小 学 生 に 必 要 な の か 、 足 り な い の か と い う 議 論 そ の も の を す べ き じ ゃ な い か

な と い う ふ う に は 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 何 か 教 育 長 は ど う い う ふ う な お 考 え を お 持 ち な の か と い う こ と も

あわせてお聞きしたいと思っておるんですけれども、どうでございましょう。  

○委員長（佐々木政美君）  

  教育長。  

○教育長（武田  登君）  

  確かに浅利委員の言うとおりかと思います。ただ、今の時代では国際理解というようなことも求められておりま

す の で 、 先 ほ ど こ の 事 業 を 展 開 す る に 当 た っ て の 目 的 等 で さ っ き 課 長 か ら お 答 え し ま し た け れ ど も 、 こ う い う 目

的 を 持 ち な が ら 早 い う ち に や っ ぱ り 国 際 人 と し て の 感 覚 も 身 に つ け る こ と も 大 切 と い う こ と で 、 今 回 こ の 事 業 を

実施させていただくことになりますので、ご理解いただきたいと思います。  

○委員長（佐々木政美君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  ページ数は四十亓ページの遊具設置費六百十万円ぐらい予算化してお りますけれども、これはどこの地域、場所

にどういうような種類のものを設置するんですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  
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  お答えいたします。遊具設置工事費六百十万円でございますが、昨年、水木のふるさとセンターにございます遊

具 が 腐 食 し て い た と い う こ と で 撤 去 し て ご ざ い ま す 。 そ れ で 新 た に 今 回 設 置 す る も の で ご ざ い ま す 。 遊 具 の 内 容

と い た し ま し て は 、 前 回 設 置 し て い る も の よ り ち ょ っ と 小 ぶ り に な る ん で す け れ ど も 、 滑 り 台 と か ト ン ネ ル と か 、

そういうものがついている複合の遊具でございま す。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  吉村委員。  

○吉村忠男委員  

  これは、予算ついた六百万円ぐらいのこのほかに水木のそのふるさとセンターのそこ１カ所に設置する金額です

か。  

○委員長（佐々木政美君）  

  財政課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  

  はい。撤去した水木のふるさとセンターにあった遊具を今回平成二十九年度で設置するということで、１カ所で

ございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  暫時休憩します。トイレ休憩のため、十分休憩します。  

休  憩  午前十一時  九分  

                                                   

再  開  午前十一時十九分  
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○委員長（佐々木政美君）  

  休憩を解き、会議を再開します。  

  相馬委員。  

○相馬勝治委員  

  まずは質問ではないんですけれども、国際交流についてですけれども、とにかく異国の地域、中学生ですので事

前の調査等を含めて、現地へ行っても困らないような対策をひとつ願います。  

  私の質問事項については、六十九ページ中ほど 、旧埋立処分地のことについてですけれども、恐らく旧藤崎町の

ご み の 埋 立 地 の こ と で は な い で す か な と 思 い ま す け れ ど も 、 現 状 、 そ し て ま た 、 今 ま で 何 十 年 も く ら し た わ け で

す が 、 今 の こ の ポ ン プ 等 の 維 持 と い う こ と で 、 恐 ら く 担 当 課 に お か れ ま し て は 現 地 へ 行 っ て い る と 思 い ま す 。 雨

水とかさまざまな問題で水質が汚染されるということは今の現状ではないんですよね。  

○委員長（佐々木政美君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。ございません。  

  ポンプのくみ上げにつきましては、処分場の地下、水が漏れないようにたまるようになっていますので、それを

く み 上 げ る た め の も の で ご ざ い ま す 。 そ れ と あ わ せ て 地 下 水 の 水 質 検 査 、 こ れ も 弘 前 市 と 協 議 し た 結 果 、 亓 年 間

調査するということになって毎年実施しておるものでございます。そこでも異常 はございません。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  
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○工藤健一委員  

  ページ数七十四ページの稲わらたい肥製造業務委託料百亓十万円を計上しておりますけれども、これはあれです

か 、 ま た 稲 わ ら 堆 肥 を 製 造 し て も ら う た め の 経 費 と 、 そ れ と 稲 わ ら 堆 肥 を 製 造 す る た め の そ の 収 集 、 幾 ら を 収 集

する予定ですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  委員のおっしゃるとおりで、今年度も稲わら堆肥の製造を委託してまいります。収集につきましては、この業者

は収集機械がないので、収集したものを農家から仕入れるということでございます。以上でございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  収集したものといっても、じゃあ自分たちで収集しないでどういうふうに…… 。持ってきてもらうのか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  農家の方がロールべーラーで収集しまして、それを購入すると。購入の際につきまして は、自分たちがトラック

を借りてとりに行くか、そういうことでございます。以上でございます。  

○委員長（佐々木政美君）  
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  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  毎年この話が出るんだけれども、ロールべーラーがない方ね、わらを焼けば煙で困ると広報でやっているんだけ

れども、ロールべーラーがない方は困っているんですよね。その点を考えたことはありますか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  ロールべーラーにつきましては、旧稲わらの組合で持っていましたけれども、それが途中でや めたこともあって

動 か な く な っ た と い う こ と で 、 そ れ に 修 理 代 が 百 万 円 単 位 で か か る と い う こ と で 、 現 在 は 稲 わ ら の 収 集 に つ い て

の機械は稼働していない状況でございます。以上でございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  相馬委員。  

○相馬勝治委員  

  今のことについて関連するんですけれども、あの施設はわら焼き公害防止のために 冬の農業を使ってやったとい

う こ と で 、 地 元 の わ ら は 収 集 し て あ そ こ へ 持 っ て い っ て 堆 肥 化 す る と い う の が 基 本 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 十

二 月 の 委 員 会 で 行 っ た と き に は 、 他 町 村 か ら 買 っ て あ そ こ で 堆 肥 に す る ん だ と 。 大 分 血 圧 が 上 が る ぐ ら い あ の 現

場 で 討 論 し ま し た 。 補 助 金 の 百 亓 十 万 円 は ど う い う ふ う な 積 算 で や っ た の か わ か り ま せ ん け れ ど も 、 補 助 金 を あ

げ た 以 上 の 仕 事 を し て い れ ば わ か る ん で す け れ ど も 、 本 当 に お 粗 末 な 現 場 で し た よ ね 。 そ し て ま た 、 こ と し も 百

亓 十 万 円 と い う こ と で ど う い う ふ う な 業 者 が 、 考 え 方 を す る か は わ か り ま せ ん け れ ど も 、 基 本 的 に 地 元 の わ ら を
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収 集 す る ん だ と 。 そ し て ま た 、 今 現 実 問 題 と し て も み 殻 も 大 変 処 分 に 困 っ て い る 状 態 で も い る の で 、 そ の 辺 の と

こ ろ を 含 め な が ら 、 担 当 課 に お か れ ま し て は 平 成 二 十 九 年 か ら で も 、 私 は ま だ 総 務 の ほ う に い る ん で す け れ ど も 、

委 員 長 を 通 じ て ち ゃ ん と し た 作 業 を し て も ら い た い と 思 っ て い ま す 。 そ の 辺 の と こ ろ を 十 分 業 者 に 注 意 、 注 意 と

言 う と お か し い ん で す け れ ど も 、 指 導 を し て 、 去 年 み た い な お 粗 末 な 仕 事 は し て も ら わ な い よ う な 指 導 を し て く

ださるようお願い申し上げます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  ほかにないですか。奈良委員。  

○奈良完治委員  

  やっと順番が来ましたので。先ほどの中学生の海外派遣の件、これはそれこそ私が三十年ぐらい前ですかね、当

時 三 小 の 子 供 た ち の 小 学 校 の 体 育 大 会 が あ り ま し た 。 そ の 中 で 私 は ち ょ っ と シ ョ ッ ク を 受 け た こ と が あ り ま す 。

何 で 日 本 人 は 国 旗 掲 揚 と 国 家 を 歌 う と き に 、 一 般 の お 父 さ ん 、 お 母 さ ん た ち は あ あ い う ふ う に だ ら だ ら し て い る

ん だ と 。 こ う い う 発 言 を さ れ た の は 、 英 語 の そ れ こ そ 指 導 助 手 を し て い る 方 で し た 。 で す の で 、 日 本 人 の 常 識 が

世 界 に 通 用 す る わ け で は な く 、 や は り 若 い う ち か ら ど ん ど ん 海 外 に 出 て 、 そ れ こ そ そ の 国 の 考 え 方 と か 、 国 の 成

り立ちとか、民族の成り立ち、これをやっぱり考える意味でもこの事業はぜひ成功させてください。  

  質問は違います。四十ページになります。一番上の十三番の委託料の巡回バスの業務管理委託料なんですけれど

も 、 先 ほ ど 学 務 課 長 か ら る る 説 明 が あ り ま し た け れ ど も 、 そ れ に 比 べ て こ の 部 分 の 比 率 が ち ょ っ と 高 い の で 、 そ

の辺がどうなっているのかちょっとお聞きいたします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  総務課長。  
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○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  巡回バスの経費が随分上がったということでございますけれども、これは厚生労働省から労働者派遣事業 と請負

に よ り 行 わ れ る 事 業 と の 区 分 に 関 す る 基 準 が 変 わ っ た と い う こ と で 、 今 ま で は 運 転 の み を お 願 い し て い た 経 費 で

あ り ま し た 。 そ れ に 対 し て 青 森 労 働 局 か ら 勧 告 が な さ れ ま し て 、 派 遣 だ け で は だ め だ と 、 維 持 管 理 も 含 め て お 願

い す る よ う に し な さ い と い う こ と で 、 先 ほ ど 学 務 課 長 か ら も 出 た よ う に 車 検 で あ っ た り 、 修 繕 で あ っ た り 、 燃 料

費 で あ っ た り を 今 回 加 味 し て 持 っ た も の で ご ざ い ま す 。 そ う い う こ と か ら 、 今 年 度 は 車 検 整 備 代 、 燃 料 費 、 消 耗

品、重量税、任意保険料、また、代替のバス借り上げ料等も この中に含めて契約するものでございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  横山委員。  

○横山哲英委員  

  今の巡回バスに、質問ではありません。燃料費とか、地元のどこの業者に委託するかわかりませんけれども、燃

料 は ぜ ひ 町 内 の 業 者 を 利 用 す る よ う に 、 そ こ を 担 当 課 の ほ う か ら 十 分 に 業 者 に 伝 え て も ら い た い と 思 い ま す 。 た

だこれは要望です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  総務課長。  

○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  契約はこれからですので、十分留意して対応してまいりたいと思います。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良委員。  
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○奈良完治委員  

  質問の２番目に移らせていただきます。四十四ページのこれも委託料なんですけれども、右側のこまの下から二

行 目 、 ア ス ベ ス ト の 使 用 状 況 調 査 業 務 委 託 料 が あ り ま す け れ ど も 、 こ の 町 内 の 中 で ま だ こ の ア ス ベ ス ト が 残 っ て

いるような箇所が何カ所ぐらいあっての計画なのか、教えてください。  

○委員長（佐々木政美君）  

  企画課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  

  お答えいたします。今回のアスベスト使用状況調査業務委託料でございますが、石綿障害予防規則が改正されて

ご ざ い ま す 。 こ れ に 伴 い ま し て 、 従 来 で し た ら 吹 き つ け の ア ス ベ ス ト だ け が 調 査 対 象 で あ っ た も の が 、 今 回 か ら

保 温 材 、 そ れ か ら 耐 火 被 覆 材 、 断 熱 材 な ど が 調 査 の 対 象 と な っ た こ と に 伴 い ま し て 、 今 回 予 算 計 上 さ せ て い た だ

いたものでございます。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  それこそ課長、じゃあ大体予想される、こういうふうに予算を立てるということは、委託するということは大体

どのぐらいあるかなという予想は立てていましたか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  企画課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  
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  町内の施設、集会所とかいろいろございますけれども、全部で二百十施設を予定してございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  百一ページの藤崎中学校屋内運動場屋上防水改修工事ですけれども、藤崎中学校が開校してから何年になりま す

か。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  開校というのは、工事が完了したということで。（「はい」の声あり）平成十七年十一月末で完了となっており

ます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  工事が完成してから十年以上がたったと。建てるときから防水工事は十年が最高年度だと言われてきたんですけ

れ ど も 、 じ ゃ あ こ れ で い け ば 十 年 後 に 毎 年 防 水 工 事 を や ら な け れ ば な ら な い よ う な 感 じ が す る ん で す け れ ど も 、

私 は 十 年 後 に 毎 年 工 事 に 七 百 何 万 円 も か け る ん だ っ た ら 、 屋 根 に 本 格 的 に ト タ ン を か け た ほ う が 安 上 が り で は な

いですかと思うんですけれども、その点はどうですか。  

○委員長（佐々木政美君）  
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  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  今回のこの工事につきましては、屋根の漏水が原因でありまして、防水層の継ぎ手部分が日射や紫外線、気候変

動 に よ る 経 年 务 化 に よ り ま し て 軽 微 な ダ メ ー ジ を 受 け て 亀 裂 に つ な が り ま し て 、 シ ー リ ン グ の す き 間 か ら 漏 水 し

て い る も の で あ り ま し て 、 ま た 、 鉄 骨 は 温 度 変 化 に よ っ て 収 縮 す る の で 防 水 層 が 十 分 対 応 で き な か っ た の が 原 因

の一つかと思われますが、そのような原因で 今回工事になったものでございます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  それはわかるんですけれども、十年、毎回毎回と言えばおかしいけれども、十年たったら毎回七百何万円もかけ

る ん だ っ た ら 、 も う 尐 し 金 を か け て 本 格 的 に 屋 根 を か け 直 し た ほ う が 、 防 水 で は な く て 違 う 工 法 で や っ た ほ う が

いいんじゃないですかと私は聞いているんですよ。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  今回この藤崎中学校の工事につきましては、いわゆるハイタフルーフ工法を 取り入れておりまして、この工法と

は 外 断 熱 工 法 で 最 も 適 し た 機 械 固 定 工 法 で あ り ま し て 、 屋 根 全 体 を 高 反 射 率 防 水 シ ー ト で 覆 う も の で あ り ま し て 、

そ の 部 分 の 亀 裂 が あ っ た と い う こ と で 、 そ の 部 分 を 再 度 も う １ 回 見 直 し し ま し て 、 全 面 的 な 修 繕 を す る と い う こ

とでございます。以上です。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  今の工藤委員の質問に関連します。現状、これですね、もう私もどっちかというと工藤さんのこの際だから屋根

を 新 設 す る と い う か 、 そ う い う 工 事 に 切 り か え た ほ う が い い の か な と い う ふ う に も 思 っ て お る ん で す 。 そ れ で 、

ち ょ っ と あ れ で す け れ ど も 、 シ ー リ ン グ し た 継 ぎ 手 が 経 年 务 化 で す き 間 が あ い た と い う よ う な こ と な ん で す け れ

ど も 、 現 状 と し て は 例 え ば こ れ が 屋 体 だ と す れ ば ど う い う ふ う な 、 そ こ か ら 直 接 に 下 の ほ う に 雨 が 漏 っ て い る と

い う ふ う に も 推 測 さ れ る ん で す け れ ど も 、 そ れ が 何 カ 所 か 伝 っ て と か と い う こ と で は な く て 、 現 状 を も う ち ょ っ

と 、 ど う な っ て い る の か と い う こ と と 、 違 う 工 法 で や れ ば 、 今 工 藤 さ ん が 言 っ た そ う い う 工 法 で や れ ば 予 算 的 に

は ど れ ぐ ら い か か る の か と い う ふ う な 問 い 合 わ せ な り 、 そ う い う も の は し て み た の か ど う か と い う こ と に つ い て

はどうでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。実際に何カ所か雨漏りで床面に水がおりてきているということでありまして、ただ、全面的

に 業 者 の ほ う に 確 認 し て み ま し た 。 そ う し た ら 、 全 面 的 な 改 装 に な れ ば 二 千 三 百 万 円 以 上 か か り ま す と い う こ と

で 、 再 度 も う 一 度 協 議 い た し ま し た ら 、 こ の 工 法 に 関 し て は こ ち ら で も 十 分 対 応 で き る ん じ ゃ な い か と い う こ と

で今の金額が出されました。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  
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  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  この工法であったら対応できますといっ ても、また十年 後にまたなればどうするんですか。二千三百万円 を出し

て 改 修 工 事 を や っ た ほ う が 私 は ベ タ ー だ と 思 い ま す よ 。 十 年 後 に ま た 七 百 万 円 、 八 百 万 円 、 ま た 金 額 は 上 が っ て

きますよ。そのほうがベターではないですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  こちらといたしましては、設計業 者のほうにそこを再度確認いたしまして、どちらがいいかということの 話をし

ま し て 、 十 分 今 回 の こ の 工 事 で も 大 丈 夫 で は な い か と い う こ と を 言 わ れ ま し た の で 、 こ ち ら の 工 法 を 取 り 入 れ ま

した。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  工藤委員。  

○工藤健一委員  

  その業者さんは最後まで責任を持てるんですか、ベターだと言うんだったら。十年後にまたなりますよ、これ。  

○委員長（佐々木政美君）  

  暫時休憩します。  

休  憩  午前十一時三十六分  
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再  開  午前十一時三十八分  

○委員長（佐々木政美君）  

  休憩を解き、会議を再開します。  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  この件につきましてもう１回比較検討したいと思いま す。（「ちょっと待って、ちょっと待って 。今年度の予算

にのって再度検討ってある もんだが」「休憩だ、休憩」の声あり）  

○委員長（佐々木政美君）  

  いやいや、暫時休憩します。  

休  憩  午前十一時三十九分  

                                                   

再  開  午前十一時三十九分  

○委員長（佐々木政美君）  

  休憩を解き、会議を再開します。  

  教育長。  

○教育長（武田  登君）  

  今のこの屋根に関して今の工法でいかに効率的に 改修できるかという面を考えました。 全般的にやると、先ほど

言 い ま し た よ う に 二 千 七 百 万 円 か か る 。 二 千 七 百 万 円 を か け て も こ れ は 何 年 も つ の か ど う か と い う こ と も 、 こ れ

は あ り ま す 。 同 じ よ う な こ と は 懸 念 さ れ る こ と も あ り ま す の で 、 今 回 は こ う い う ふ う な あ れ で の 全 面 的 に 改 修 す
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るということではなくて、今の工法で改修するというふうなことですので、ご理解いただければと思います。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  九十一ページになります。また学務 課かなとは思うんですけれども、十三番の委託料の中で今大変話題になって

い る こ の い じ め 対 策 生 徒 指 導 推 進 事 業 委 託 料 と い う も の が あ る ん で す け れ ど も 、 ち ょ っ と こ の 内 容 に つ い て お 知

らせください。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。この事業は、弘前大学の医学研究科子どものこころの発達研究センターと委託契約いたしま

し て 、 児 童 生 徒 の 思 春 期 に 向 け て 増 加 す る 問 題 行 動 等 の 早 期 発 見 に つ な げ る た め に 、 ア ン ケ ー ト を 含 め た 調 査 を

依 頼 し て 、 そ の 調 査 結 果 に 基 づ い て 教 職 員 や 本 人 及 び 保 護 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク い た し ま し て 、 学 校 運 営 や 児 童 生

徒 指 導 、 メ ン タ ル ヘ ル ス チ ェ ッ ク に 活 用 す る と い う こ と で 、 ま た 、 学 校 か ら 要 請 が あ っ た 場 合 に は 相 談 や 支 援 体

制をしながら学校教育の充実を図っていくということでございます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  奈良委員。  

○奈良完治委員  

  ということはそれこそ、私はちょっと勘違いしたんですけれども、このいじめとかの対策協議会でしたか、そう
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い う も の を 立 ち 上 げ て い く 中 で の 話 か な と 思 っ た ん で す け れ ど も 、 私 は ち ょ っ と 勉 強 不 足 で し た 。 町 で い じ め 対

策協議会というふうなものがあるかないかと、どういう機能を果たしているか、教えていただければ。  

○委員長（佐々木政美君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。いじめ問題対策連絡協議会、そしてまた、いじめ問題対策審議会でございますが、これは新

年度から新たに設置していく予定でございます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  福祉課のところです。何だか附箋を張ってきたんですけれどもね。ページ数というか、それは亓十七ページです。

三 款 一 項 だ と 思 い ま し た ね 。 そ し て 十 九 節 か な 。 南 黒 地 方 福 祉 事 務 組 合 負 担 金 一 千 三 百 六 十 四 万 円 ほ ど 計 上 し て

お る の で あ り ま す 。 こ の 件 に つ い て は 十 二 月 議 会 で し た か 、 私 は 一 般 質 問 で も 聞 い た ん で す け れ ど も 、 そ の 後 の

報 道 と い う か 、 報 道 し て い る の は 津 軽 新 報 だ け だ と 思 い ま し た け れ ど も 、 首 長 と し て 町 長 が 会 議 に も 参 加 し て い

る の で す け れ ど も 、 い ず れ に し て も こ の 事 務 組 合 負 担 金 一 千 三 百 六 十 四 万 円 、 こ れ は 前 年 度 並 み と い う よ う な こ

と で す け れ ど も 、 こ れ は 実 際 的 に 津 軽 新 報 の 報 道 に よ り ま す と 民 間 移 譲 を す る と い う ふ う に 決 定 し た と い う ふ う

に 報 道 さ れ て い る わ け で あ り ま す け れ ど も 、 そ の 事 実 と 内 容 に つ い て 教 え て い た だ き た い と い う こ と 。 い つ ご ろ

ま で に ど の よ う な 段 取 り で 民 間 移 譲 な る も の を や ろ う と し て い る の か 。 私 は 公 的 な 責 任 は 維 持 す べ き だ と い う ふ

う に 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 そ の 辺 の 経 過 、 内 容 に つ い て ど の よ う な 現 状 に な っ て 、 今 後 と も 福 祉 事 務 組 合 が
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維持されていくのかどうかということについてお聞きいたします。  

○委員長（佐々木政美君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。まず解散日につきましては、平成三十一年三月三十一日をめどにその計画で進むことに

な っ て お り ま す 。 そ し て 、 内 容 に つ き ま し て は 、 新 聞 報 道 で そ う い う ふ う に な っ て い る わ け で あ り ま す の で 、 そ

う い う 形 で 民 間 移 譲 と い う 形 で 進 む と い う こ と に な る と 思 い ま す 。 内 容 的 に は 、 ま だ そ れ 以 後 、 担 当 課 長 会 議 等

も開かれてございませんので、まだその詳細についてはちょっとわかりかねます。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  内容がまだ決まっていない部分もあるという、県内でも民間移譲になっているところもあるし、まだなっていな

い と こ ろ も あ る わ け で あ り ま す よ ね 。 そ れ で 、 私 が お 聞 き し た い の は 、 そ う い う 、 平 成 三 十 一 年 十 月 に は も う 民

間 移 譲 す る ん だ と い う よ う な こ と で す け れ ど も 、 民 間 移 譲 し ま す よ と い っ て も 、 そ れ は 障 害 者 の 施 設 で も あ る わ

け で す か ら 、 そ れ を ど う い う 団 体 が 引 き 受 け る の か 、 そ う い う 対 象 を こ の 南 黒 地 域 か ら 選 ぶ の か 、 そ れ と も 弘 前

を 含 め た と こ ろ か ら 選 ぶ の か 、 そ う い う 手 順 に つ い て は ど う い う 話 し 合 い に な っ て い る の か と い う こ と に つ い て

は ど う で し ょ う か 。 民 間 移 譲 で は な く 、 指 定 管 理 者 だ と か ど う い う も の を 選 択 し な か っ た 理 由 と い う の は ど こ に

あるのかということについても町長または担当課にお聞きいたします。  

○委員長（佐々木政美君）  
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  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  浅利委員の質問にお答えします。この南黒地方福祉事務組合の議会では私は議長役もしていまして 、議会が終わ

っ た 後 い ろ い ろ な 意 味 で 首 長 さ ん た ち と 事 務 方 の 素 案 を 、 い ろ い ろ 意 見 を 出 し 合 っ て 話 し 合 っ て い る と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 こ の 南 黒 地 方 周 辺 も 入 れ ま す と 、 委 託 す る よ う な 法 人 と い う か 、 十 一 カ 所 ぐ ら い あ る み た い で ご ざ い

ま す 。 目 標 は 平 成 三 十 一 年 十 月 と い う と こ ろ は あ り ま す け れ ど も 、 今 後 い ろ い ろ な 段 階 を 踏 ん で 公 募 と か そ う い

う 形 に な ろ う か と 思 い ま す け れ ど も 、 先 々 の こ と は ま だ 我 々 も は っ き り わ か っ て ご ざ い ま せ ん 。 た だ 、 一 致 し た

首 長 の 考 え 方 は 、 そ の 時 期 を 目 指 し て 移 譲 す る 法 人 を 見 つ け る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 細 部 に わ た っ て は 今 後

というところでございます。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  弘前管内も入れれば十カ所程度は……（「十一カ所」の声あり）十も十一も似たようなものですよ。 拓光園だと

か 、 素 人 考 え で 浮 か ぶ の は 、 い ず れ に し て も 私 的 に は こ の 障 害 者 施 設 、 そ の も み じ 学 園 の 場 合 は 子 供 も 含 め て 養

育 し て い る と い う 、 こ れ は 建 物 は 無 償 で そ し て 土 地 は 有 償 な の か も し れ な い け れ ど も 、 そ う い う ふ う な こ と で 相

模 原 の あ の 事 件 を 見 て も 、 あ れ 以 外 に 最 近 で も 火 事 が 起 き て 焼 死 者 が 出 た り 、 困 難 な と こ ろ は や っ ぱ り 行 政 が そ

れ な り の 責 任 を 持 つ と 。 完 全 撤 退 の よ う な や り 方 に 私 は 賛 同 で き な い と い う こ と を 表 明 し て お き ま す け れ ど も 、

聞 き た い こ と は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 を 目 指 し て 青 葉 寮 、 も み じ 学 園 で す ね 、 今 後 は そ の 財 政 支 援 と か 、 そ う い う

も の に つ い て は ど う い う ふ う に な る の で し ょ う か 。 民 間 移 譲 し て し ま え ば 組 合 は な く な る ん で し ょ う か ら 、 そ れ
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はどのような財政支援というか、そういうものは考えていらっしゃるんでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  はっきり申しまして、その辺も今後いろいろな段階を経て協議するということになっ てございます。まだ細部に

わ た っ て は 我 々 も 承 知 し て い ま せ ん し 、 た だ 、 ス ケ ジ ュ ー ル 的 に は 平 成 三 十 一 年 十 月 と い う こ と で ご ざ い ま す け

れども、全て今後ということでございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  肝心のところだと思うんですよね。結局私自身も含めて障 がい者に対する区別というか、違い意識が強調された

り な ん だ り す る ん で す 。 そ う い う も の を 是 正 し な け れ ば な ら な い な と い う ふ う に 思 う け れ ど も 、 そ う い う 今 後 の

財 政 支 援 策 だ と か 、 安 定 的 に 運 営 す る と か 、 そ う い う こ と を 抜 き に し て 結 論 あ り き で 走 っ て い る よ う な や り 方 そ

のものを私は容認できないということを要望しておきたいと思います。  

  質問ですけれども、町社会福祉協議会補助金三千七百亓十四万円ほどとなっておるんですけれども、そのほかの

委 託 料 と い う よ う な 形 も 指 定 管 理 料 な ん か も あ る ん で す け れ ど も 、 ま だ 前 年 度 か ら 比 べ ま す と 二 百 四 、 亓 十 万 円

減 っ て い る ん で す け れ ど も 、 何 か 委 託 事 業 が 減 っ た と か 、 何 か か ん か の 理 由 が あ る ん で し ょ う か 。 そ れ と も 、 精

査 し た 結 果 、 こ ん き で 間 に 合 う ん で す よ 、 当 初 で こ ん き 計 上 し た ん で す 、 と か と い う 三 千 七 百 亓 十 四 万 円 の 根 拠

をお知らせいただきたいと思います。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。社会福祉協議会の今回の予算が減った大きな要因は人件費、給与、正職員の給与がこの

後 予 算 審 議 さ れ ま す 介 護 保 険 会 計 の ほ う に 職 員 の １ 名 分 が 事 業 と し て 委 託 さ れ た と 。 そ の 方 の 人 件 費 が ま ず は 減

らされているということが一つの大きな要因であります。  

  社会福祉協議会そのもののこの補助金に関しましては、社会福祉協議会そのものが自主財源というものが限られ

て い ま す 。 そ の ほ と ん ど が 町 の ほ う の 補 助 金 と い う 形 で な さ れ て い る わ け で あ り ま す が 、 ま ず は 社 会 福 祉 協 議 会

で か か る 経 費 を ま ず 出 し ま し て 、 そ の 中 か ら 今 、 浅 利 委 員 が 質 問 の 中 で も お っ し ゃ っ て お り ま す が 、 各 種 委 託 料

と い う 部 分 も あ り ま す 。 そ の 委 託 料 の 部 分 を ま ず 差 し 引 い て 、 残 っ た そ の 足 り な い 金 額 に 対 し て 九 割 を 補 助 金 と

し て 出 し て い る と 。 つ ま り 、 一 割 は 社 会 福 祉 協 議 会 の ほ う で 自 主 財 源 と し て 出 し て い た だ い て い る と 。 自 主 的 な

財 源 と し て 用 意 し て い た だ い て い る と 。 総 体 的 に は そ う い う ふ う な 予 算 の 内 容 と い う 形 に な っ て お り ま す 。 以 上

です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  そうですね。今回の予算の補正と、それから今回の本予算というか当初予算といいますか、その大きな一つが拠

点 施 設 を つ く る 予 算 で も あ る わ け で あ り ま す 。 そ の 中 で 、 こ れ は 四 十 九 ペ ー ジ で す ね 。 八 節 報 償 費 の 中 で 地 域 産

業 振 興 拠 点 づ く り ア ド バ イ ザ ー 百 三 十 万 円 ほ ど が 計 上 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 拠 点 施 設 の 拠 点 づ く り
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に 対 す る ア ド バ イ ザ ー な ん で す け れ ど も 、 ど う い う ふ う に し て 選 抜 と い う か 、 随 意 契 約 で も 従 来 予 定 し て い た と

こ ろ に 頼 む と い う よ う な 形 な の か 、 委 託 先 の 拠 点 づ く り ア ド バ イ ザ ー 料 の 支 払 い 先 も 含 め て 決 ま っ て い る の で し

たらお知らせ願いたいと思 います。  

○委員長（佐々木政美君）  

  室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。この地域産業振興拠点づくりのアドバイザーについては、今、浅利委員がおっしゃられたと

お り 、 振 興 拠 点 の 運 営 会 社 設 立 に 向 け た 専 門 的 な ア ド バ イ ス を い た だ く と い う こ と で ご ざ い ま す 。 基 本 的 に は 、

昨 年 度 か ら 町 の ア ド バ イ ザ ー と し て お 願 い し て い ま す 加 藤 哲 也 氏 、 あ と 経 営 的 な も の で は 中 小 企 業 診 断 士 の 山 田

氏、あと地域間連携における小守氏にお願いする予定となっています。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  そうしますと、加藤哲也さん、それから山田さん、中小企業診断士というか、そういう主には二名というかもう

一 人 の 方 で す ね 。 そ れ に 対 し て 三 名 分 と し て 百 三 十 万 円 と い う こ と な ん で す か 。 そ の 辺 の 割 り 振 り と い う の は ど

うなっているんですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  
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  お答えいたします。今、浅利委員がおっしゃるとおり三名の料金となっています。以上です。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数でいきますと、歳入のところの一番大きな交付 税の問題もあるんですけれども、その前に何か説明にあ

り ま し た 株 式 譲 渡 所 得 割 交 付 金 、 前 年 度 が 千 円 ほ ど で 今 回 は 二 百 万 円 ほ ど 計 上 し て い る ん で す ね 、 配 当 割 交 付 金

と か 。 こ れ は 前 年 度 並 み に こ う い う い わ ゆ る 、 ペ ー ジ 数 は 二 十 一 ペ ー ジ で す け れ ど も 、 配 当 割 交 付 金 や 株 式 譲 渡

所 得 割 交 付 金 、 こ れ は ど う い う ふ う な 趣 旨 の 内 容 な の か と い う こ と と 、 二 百 万 円 、 二 百 亓 十 万 円 計 上 し て い る ん

で す け れ ど も 、 こ れ は そ う い う 実 績 が あ る と い う よ う な こ と 、 そ れ 以 上 の 実 績 が あ る と い う こ と な ん で す ね 。 取

引もあって対象になる人またはそういうものが、実績があるということ で理解してよろしいんですか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  企画課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  

  お答え申し上げます。配当割交付金でございますが、これは企業からの配当金に係る税金とかが原資になってご

ざ い ま す 。 ま た 、 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 に 関 し ま し て は 、 株 式 の 売 買 に 係 る も の で ご ざ い ま す 。 金 額 に つ き ま

し て は 、 前 年 度 ま で は 名 目 計 上 と し て 計 上 し て い た も の で ご ざ い ま す が 、 今 回 か ら 実 績 を も と に い た し ま し て こ

の二つとも計上させていただいたものでございます。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。  
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○浅利直志委員  

  そのほか歳入にかかわることですけれども、交付税、これは今回減額を見ておるんですけれども、地方交付税二

十 九 億 円 、 約 三 十 億 円 で す ね 、 普 通 交 付 税 に つ い て は 今 後 合 併 の 恩 恵 が だ ん だ ん な く な る と い う そ う い う 状 況 も

あ る ん で す け れ ど も 、 地 方 交 付 税 の 今 後 三 年 ぐ ら い の 見 通 し を 、 こ れ は か た く 見 積 も っ て こ う い う 二 十 九 億 六 千

八 百 万 円 ほ ど に な っ て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 後 三 年 間 ほ ど の 見 通 し は ど の よ う に 財 政 当 局 と し て は 見 て

いるんでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  財政課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  

  お答え申し上げます。今回、総務省からの地方財政計画によりましてマイナス二・二％というふうに示されてご

ざ い ま す 。 ま た 、 合 併 算 定 替 の 増 加 額 の 今 年 度 は 亓 割 減 と な っ て ご ざ い ま す こ と か ら 、 四 千 四 百 万 円 の 減 額 と 見

込 ん だ も の で ご ざ い ま す 。 今 後 、 合 併 算 定 替 の 増 加 額 の 減 額 、 七 割 、 九 割 と 進 ん で ま い り ま す の で 、 こ れ に 対 応

しまして減額になっていくものと想定しております。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  これで質疑を終結いたします。（「 はい、はい」の声あり）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  やるならもう十亓分ぐらい、じゃあ延長してくださいよ。  

  拠点づくりについてお伺いいたします。ちょっと何かページ数ははっきりしなくなっているんですけれども、つ
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ま り 町 と し て 出 資 金 を 出 す と 、 七 百 六 十 万 円 ほ ど で す ね 。 こ れ は 出 資 金 を 出 す 対 象 の 会 社 も 、 会 社 で つ く る と い

う 説 明 を 何 回 も 何 回 も や っ て き て い る 、 や る ん で す と い う 、 こ れ ま で の そ の 実 績 も い わ ゆ る 直 売 組 合 の 実 績 は あ

る け れ ど も 、 会 社 と し て は 誰 が 運 営 す る の か 、 あ る い は そ の ト ッ プ と 専 務 は 誰 が や る の か と い う こ と が ほ と ん ど

明 ら か に な ら な い 段 階 で 出 資 は 予 算 化 し ま す と 。 で き る ん だ そ う で す か ら 、 説 明 に 基 づ い て 、 そ う い う こ と で す

け れ ど も 、 こ の 誰 が や る の か と い う こ と が 明 ら か に な ら な い 段 階 で 出 資 を す る と い う こ と 自 体 が 非 常 に ベ ス ト な

選 択 で は な い ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う い う 、 第 三 セ ク タ ー を つ く る 、 今

ま で は 土 地 開 発 公 社 と い う 第 三 セ ク タ ー は も う 解 散 し て こ れ は 使 わ な い と い う こ と だ け れ ど も 、 新 た な 第 三 セ ク

タ ー を つ く る と い う こ と と 同 じ な こ と に な る わ け で あ り ま す の で 、 そ の 辺 が ベ ス ト な の か ベ タ ー な の か 、 実 体 的

に 明 ら か に な る そ の 辺 が 、 誰 が 社 長 で 誰 が 専 務 の 予 定 だ と か 、 亓 年 の 事 業 計 画 は こ う だ と か 、 そ の 辺 が 余 り に も

定 か で は な い 段 階 で 提 案 す る の は 、 ベ ス ト な 予 算 提 出 の 仕 方 で は な い ん じ ゃ な い か な と い う ふ う に 思 う ん で す け

れども、その辺についてはどういうお考えなんでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  何回も何回も同じような内容 の質疑にお答えいたします。そもそも株式会社を設立しまして、その中で代表取締

役 、 取 締 役 と い う こ と で 、 そ の 中 に は 館 長 、 直 売 所 の リ ー ダ ー あ る い は レ ス ト ラ ン 部 門 の リ ー ダ ー 、 六 次 化 産 業

の リ ー ダ ー と い う の は こ れ か ら の 話 で ご ざ い ま す 。 今 、 実 質 、 誰 が 社 長 と か 、 そ う い う の は 全 く 白 紙 状 態 で ご ざ

います。  

  ただ、年度内に会社の設立の発起人会はもう開催の運びとなっていまして、先般、第一回目に集まりました。町、
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そ し て 商 工 会 、 そ し て 直 売 所 の 組 合 長 、 私 は そ れ に や っ ぱ り 両 Ｊ Ａ も 入 る べ き だ と い う こ と も 後 か ら 担 当 の 者 に

指 摘 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 で す か ら 、 早 い 年 度 の 当 初 、 設 立 の 準 備 委 員 会 を 早 く つ く っ て 、 下 半 期 に 行

く 前 に 上 半 期 の 中 で は 骨 格 を 作 成 し て 、 そ の 中 で は 代 表 が 誰 と 、 あ る い は 取 締 役 が 誰 と い う よ う な 決 定 づ け は し

た い と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ の た め の 亓 一 ％ の 株 と い う こ と で 、 七 百 数 十 万 円 の 予 算 は 計 上 さ せ て い た だ

きました。何とぞご理解していただきたいと思います。  

○委員長（佐々木政美君）  

  昼食のため、暫時休憩します。  

休  憩  午後〇時亓分  

                                                   

再  開  午後〇時亓分  

○委員長（佐々木政美君）  

  休憩を解き、会議を再開します。  

  浅利委員、どうぞ。  

○浅利直志委員  

  そうすれば、第一回の発起人会は開いたと。参加者の中にはＪＡさん は入っていなかったというようなことはは

っ き り し た の で す け れ ど も 、 そ れ で 私 が お 聞 き し た い の は そ の こ と と 関 係 い た し ま し て 、 こ の 七 百 亓 十 万 円 の 出

資 金 を 出 す ん で す け れ ど も 、 そ れ を 議 会 に 提 案 し て 同 意 と 理 解 を 求 め て い る 提 案 書 な ん で す け れ ど も 、 町 長 は 一

般 質 問 に 答 え て 、 今 ま で 運 営 組 織 が 、 そ の 運 営 主 体 が ち ょ っ と 決 ま ら な か っ た の が ち ょ っ と お く れ て い る の か な

と い う 表 明 も あ っ た ん で す け れ ど も 、 こ こ ま で 延 び た の は む し ろ 補 助 金 を 得 る 上 で は ち ょ う ど よ か っ た の か な と
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いうような話もしていましたですよね。  

  それで、加工施設というか、こういうものがなければこの補助金というのは得られないことになるん ですかとい

う こ と が ま ず 第 一 点 で す ね 。 加 工 施 設 の ス ペ ー ス が な け れ ば 、 こ の 補 助 金 総 額 、 ハ ー ド 面 の 三 億 円 近 い 総 額 を 得

ら れ な い こ と に な る ん で す か と い う こ と と 、 こ の 第 三 セ ク タ ー 型 が 一 番 ど こ で も い ろ い ろ な 問 題 を 起 こ し て 、 成

功 し て い る と こ ろ も あ る の は あ る ん で す よ 。 鶴 田 み た い な も の は 何 か 成 功 事 例 か も し れ な い け れ ど も 、 第 三 セ ク

タ ー に お 金 が 足 り な い あ る い は 設 備 、 重 機 が 足 り な い と い う こ と で 、 さ ら に 重 ね て 出 資 な り あ る い は 補 助 金 を や

る と い う よ う な こ と は で き る だ け 避 け て 運 営 し て い き た い ん だ と い う こ と も 町 長 の 要 望 、 願 い で あ っ た は ず な ん

で す 。 町 長 が 社 長 も 兼 ね て や る よ う な こ と は 、 最 悪 そ う い う こ と に な ら な い ほ う が い い な と 思 う ん で す け れ ど も 、

こ の 出 資 金 と い う こ と に つ い て 見 れ ば 、 あ と 増 加 さ せ る と か そ う い う よ う な こ と は 二 、 三 年 の 間 は や り ま せ ん よ 、

や ら な い よ う な 方 向 で 明 確 に 歯 ど め を 打 つ べ き だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 考 え 方 に つ い て は ど う い う お

考えなんでしょうか。  

○委員長（佐々木政美君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  まず、一点目のご質問にお答えします。これはあくまでも内閣府の地方創生のポジションの中での交付決定され

る も の で す か ら 、 私 が 例 え ば 増 築 だ け し て レ ス ト ラ ン と か 、 あ る い は 六 次 化 産 業 の そ の 付 随 が な く て も ど う で あ

っ た の か と い う 質 疑 に 関 し て は 、 こ れ は 私 が 答 え る べ き こ と で は な く て 、 た だ 、 客 観 的 に 見 れ ば 、 県 内 か ら も 十

亓 市 町 村 に こ の ハ ー ド 事 業 の 拠 点 づ く り に つ い て 手 挙 げ 方 式 で や っ た ん で す よ 。 た だ 、 ヒ ア リ ン グ の 段 階 で ど こ

と は 言 い ま せ ん け れ ど も 、 四 つ 、 亓 つ は ふ る い に か け ら れ て い る と い う よ う な 状 況 、 た だ 、 我 が 町 に 関 し て い え
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ば 、 い わ ゆ る 地 方 創 生 云 々 で な く し て 、 六 年 前 か ら 持 続 可 能 な 基 幹 産 業 、 一 次 産 業 を ど う す べ き か と い う 議 論 を

ず っ と 積 み 重 ね て き て 、 そ の 中 に あ っ て や っ ぱ り 場 所 的 に は 食 彩 と き わ 館 の あ そ こ が 一 番 い い だ ろ う と 。 そ こ に

増 築 の 中 に は レ ス ト ラ ン 部 門 あ る い は 六 次 化 産 業 の 部 門 も 活 用 し な が ら と い う こ と で 、 昨 年 の 東 北 六 県 の い わ ゆ

る 内 閣 府 の 職 員 が 来 て 仙 台 の 合 同 庁 舎 に 来 た 際 に 、 担 当 の 石 澤 君 が こ っ ち の 代 表 と し て 行 き ま し た 。 藤 崎 町 の 計

画 は す ば ら し い 計 画 で あ る と お 墨 つ き も 得 て き た わ け で す よ 。 そ れ は ど う い う こ と か と い う と 、 に ぎ わ い を 生 み

出 す 、 あ る い は 観 光 も 生 み 出 す 、 あ る い は 雇 用 も 生 み 出 す と い う こ と で 政 府 か ら お 墨 つ き を 受 け て き た わ け で す 。

で す か ら 、 全 く 増 築 の 分 だ け で ど う か な っ た と い う の は 、 こ れ は 私 が 答 え る べ き で は な い と 、 そ う 思 っ て い ま す 。  

  それから、二つ目の指摘ですが、あくまでも株式会社が設立した場合には、出資どうのこうのに関してはその中

で の 話 し 合 い で ご ざ い ま し て 、 今 全 く そ れ は 考 え て お り ま せ ん 。 あ く ま で も 町 が 亓 一 ％ 出 資 し ま す け れ ど も 、 そ

れ は 軌 道 に 乗 っ た 場 合 は そ の 出 資 が 三 割 に な ろ う が 二 割 に な ろ う が 、 一 亓 ％ に な ろ う が 、 そ れ は い い と 思 う ん で

す よ 。 た だ 、 二 年 、 三 年 の 持 続 可 能 な そ の 株 式 会 社 に す る た め に は 、 あ る 程 度 町 が リ ー ド オ フ マ ン を し て い か な

け れ ば な ら な い と い う 意 味 で 亓 一 ％ と い う 出 資 の 割 合 が 総 じ て な っ た と い う こ と を ご 理 解 し て い た だ き た い と 思

います。以上であります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  浅利委員。（「質問終わります」の声あり）  

  野呂委員。  

○野呂日出男委員  

  質問が終わったそうですので 最後になると思いますけれども、実は先ほど工藤委員からもその他の委員からもち

ょ っ と 話 が あ り ま し た け れ ど も 、 わ ら の 堆 肥 事 業 の こ と な ん で す よ 。 こ の 事 業 は 私 た ち も 合 併 前 の こ と で す の で 、
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旧 藤 崎 町 選 出 の 議 員 た ち は ほ と ん ど 中 身 は わ か ら な い と 思 い ま す 。 こ の 中 身 に つ い て ど の よ う な 形 で 設 立 さ れ 、

ま た 、 一 時 、 昨 年 度 か ら は 休 止 状 態 と い う こ と で あ り ま し た け れ ど も 、 平 成 二 十 八 年 度 か ら こ う い う 事 業 に な っ

た わ け で す け れ ど も 、 先 ほ ど 各 委 員 か ら の 発 言 に よ れ ば 、 や っ ぱ り 地 元 の わ ら を 活 用 す る ん だ と い う 趣 旨 か ら い

っ て も 、 本 当 は こ の 事 業 そ の も の が 無 理 な ん で す よ 。 と い う こ と が 、 気 候 が 相 手 で す の で 、 昨 年 度 の よ う に 雨 が

多 け れ ば 収 集 不 可 能 で す 。 そ れ は 天 気 が い い 日 に 皆 稲 を 刈 っ た ん だ か ら と 言 え ば そ れ ま で で す け れ ど も 、 あ る 程

度 ま で 乾 燥 さ せ る と か 、 軽 量 化 を 図 る と か と い う こ と で あ れ ば 、 秋 に は 無 理 な ん で す よ 、 本 当 は こ の 地 域 で は 。

い い と き も あ り ま す け れ ど も 、 ま た 春 に は 農 作 業 が 忙 し く て 、 早 い と こ ろ は 火 を つ け て し ま う の が 実 態 で す 。 そ

の 中 で こ の 事 業 で す の で 、 果 た し て こ の 事 業 、 も し も 何 年 も 何 年 、 継 続 し な け れ ば 補 助 金 の 返 還 に な る の か 。 そ

れ が 一 つ と 、 や っ ぱ り や る 以 上 は 百 亓 十 万 円 も か け る ん で す か ら 、 将 来 の 見 通 し 、 こ れ が な け れ ば 、 い つ ま で も

こ れ を や っ て も 私 は だ め だ と 思 い ま す 。 補 助 金 の 返 還 が な く な れ ば 即 や め る と か 、 そ う い う 決 断 も 必 要 だ と 思 い

ます。  

  そしてもう一つは、七十亓ページにありますけれども、紅の夢です。先ほど町長も答えたし、隣の浅利委員も拠

点 づ く り の 話 に も な り ま し た け れ ど も 、 こ れ も 鳴 り 物 入 り で 紅 の 夢 は や っ た つ も り で す 。 そ れ が い つ の 間 に か こ

の よ う な 形 に な っ て 、 主 体 で あ る 商 工 会 が 手 を 引 い た よ う な 形 で 、 聞 く と こ ろ に よ れ ば 一 業 者 が 継 承 し て い る と

い う こ と で あ れ ば 、 果 た し て こ の 紅 の 夢 が 日 の 目 を 見 る も の か ど う か わ か ら な い と 。 そ う い う 中 で 延 々 と 、 例 え

ば 亓 万 円 で あ り ま し ょ う が 、 こ れ を 予 算 化 し て い い も の か と 、 こ う い う 私 は 考 え で す 。 こ れ ら に つ き ま し て も 、

や っ ぱ り 切 る も の は 切 る 、 そ う い う 姿 勢 が 必 要 だ と 思 い ま す の で 、 そ こ い ら に つ い て 担 当 課 で も い い し 、 ど な た

でもいいですからお答えしてください。  

○委員長（佐々木政美君）  
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  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  まず、稲わらの件のいつまでということでございますけれども、今手持ちに資料がございませんけれども、記憶

では平成三十亓年あたりまでと思っていました。  

  それと、あと紅の夢の件でございますけれども、紅の夢につきましては平成二十九年度をもって補助金を廃止す

る予定で、平成三十年度の予算については協議に入りたいと は思っていました。以上でございます。  

○委員長（佐々木政美君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  いわゆるある作物の有効利用と土づくりという意味と、そして稲わら焼却のこの煙を出す防止を三点組み合わせ

て 私 は 旧 常 盤 村 時 代 に あ れ を 設 置 し た と 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ の こ と に つ い て は 、 非 常 に 有 意 義 な 思 想 、 趣 旨 か

ら や っ て き た の か な あ と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 国 の 補 助 金 の 廃 止 、 そ れ に 伴 っ て 町 単 独 で 増 額 す る こ

と は な か な か 厳 し い 財 政 状 況 等 々 で 受 け る 組 合 が な く な っ て 数 年 前 に 閉 じ ま し た 。 し か し 、 国 、 県 か ら 残 債 の こ

と、あるいは今後有効活用のことも指摘されて、今、今年度からはこういうような形になりました。  

  委員指摘の地元の稲わら防止のためだから、地元 のわらを使ってやるのが、これは百％筋だろうというのは、こ

れ は 全 く 同 感 で ご ざ い ま す 。 た だ 、 今 、 そ の 機 材 が 、 機 械 が な い と い う こ と で ご ざ い ま し て 、 そ れ を 求 め る 場 合

は ま た 数 百 万 円 の 機 械 の 整 備 と か な ん と か が か か っ て い く だ ろ う と 。 よ っ て 、 平 成 二 十 八 年 度 の 指 定 管 理 し た 業

者 の 堆 肥 を つ く っ た 実 績 の 状 況 も 精 査 し な が ら 、 も っ と も っ と 深 い 意 味 で 担 当 課 に は こ の 活 用 方 法 を 指 導 し て い

きたいと、そう思ってございます。以上であります。  
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○委員長（佐々木政美君）  

  これで質疑を終結いたします。  

  これから本案を採決いたします。  

  本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（佐々木政美君）  

  異議がありますので、 反対討論を行います。  

  まず、原案に反対者の発言を許します。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  詳しくは本会議で述べたいと思います。平成二十九年度予算は、歳出総額で七十六億円余の予算であります。町

民 の 暮 ら し 、 福 祉 、 そ し て 子 供 の 医 療 費 無 料 化 実 施 の た め に も 必 要 な 予 算 で あ り ま す 。 し か し な が ら 、 賛 成 で き

ません。同意できません。  

  その理由の一つは、いわゆる個人番 号制度の維持改修整備委託料として一千七百四十九万円ほど を計上しており

ま す 。 こ れ は 、 早 い 話 が 中 止 し て い く べ き だ と 。 な お か つ 、 範 囲 を 広 げ る べ き で は な い と い う ふ う に も 思 っ て お

ります。  

  二つ目は、原子力施設立地対策助成金 。さまざまなものに、学校の施設だとかに使っておりますけれども、対策

助成金二千百万円は原発に依存しない国、地域こそつくるべきだということから、賛成できません。  

  それから、先ほど出ましたわら組合のことであります。わら組合にきちんと仕事をし てもらうということととも

に 、 す き 込 み に 対 す る 助 成 と い う か 、 小 さ い 規 模 の 農 家 さ ん の 願 い に 応 え る こ と も 一 緒 に や る べ き だ と い う よ う



 - 62 - 

なことから補充するべきだというふうに思っておりますので、本予算に同意できません。  

○委員長（佐々木政美君）  

  次に、原案に賛成者の発言を許します。 奈良委員。  

○奈良完治委員  

  平成二十九年度予算案は、歳入において地方交付税で前年比マイナス一・七％、金額にして亓千三百万円ほどの

減 額 が 予 想 さ れ る 中 、 町 民 へ の 福 祉 事 業 な ど を 維 持 し な が ら 町 発 展 の た め に 農 業 振 興 、 定 住 促 進 、 子 育 て 支 援 な

ど の 施 策 を 予 算 措 置 し た も の で あ る と 思 い ま す 。 特 に 、 子 育 て 世 帯 定 住 促 進 事 業 補 助 金 に 二 百 七 十 六 万 円 、 若 者

移 住 住 ま い づ く り 補 助 金 に 一 千 万 円 、 子 育 て 支 援 プ レ ミ ア ム 付 商 品 券 発 行 に 二 百 十 万 円 と 、 積 極 的 に 措 置 し 、 そ

し て 中 学 生 ま で の 医 療 費 補 助 の 所 得 制 限 撤 廃 も 引 き 続 き 実 施 と 、 人 口 減 尐 対 策 と し て の 子 育 て の し や す い 環 境 の

整備に重点を置いためり張りのある予算であると思い、本案に賛成するものであります。  

○委員長（佐々木政美君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから本案を採決いたします。この採決は起立によって行います。  

  本案について原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。  

     〔賛成者起立〕  

○委員長（佐々木政美君）  

  起立多数。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  以上で本日の日程は終了いたしました。  

  本日はこれにて散会いたします。  
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  ご苦労さまでした。  

     散  会  午後〇時二十一分  

                                                   

 


